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IV-1．MOST 

1．����

MOST（Mutual Online System for Teaching & Learning）は、本センターが2009年11月に提供を開始

したオンラインFD支援システムで、大学の教職員、大学院生を対象とした招待制のサイトである（図

1）。2012年12月1日現在、登録者数480名（+88）、スナップショット数1,401件（+260）、コミュニ

ティ数83件（+8）となっている（括弧内は2011年1月20日以降の増加数）。本節では、MOSTの取り

組みやシステム改良の内容を中心に報告をおこなう。

図1 MOSTトップページ（https://most-keep.jp）

2．MOST��������

 昨年度までに、MOSTのトップページからリンクされた「スナップショットギャラリー」のコン

テンツを充実させるために、関西地区FD連絡協議会の｢FD活動報告会｣において作成された個別大学

で取り組まれている組織的なFD活動に関するスナップショットや、大学教育研究フォーラムの個人
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研究発表の中から特徴ある取り組みに対して依頼して作成されたスナップショットなどをMOST上
に掲載してきた。今年度は、下記に述べるコースポートフォリオを中心に公開コンテンツの充実を

図った。

2-1. MOST
 本センターでは、これまで提供してきたMOSTの活動をさらに推進・活性化させるため、全国の

大学教員を対象とし、MOSTを利用した授業実践の見直しや教育改善の活動に取り組む「MOSTフ

ェロー」を 2011年度に募集し、10名が選定された。第 1期MOSTフェローと各テーマを資料 1に
示す。

MOST フェローは、1 年間かけて、対面でのミーティングや MOST を利用することで、フェロー同

志で活動のプロセスや成果を共有しながら、各自の教育実践をよりよくするとともに、教員コミュニテ

ィとしての成長も目指している。第 1期MOSTフェローの活動スケジュールを資料 2に示す。この

プログラムは、MOSTフェロー運営委員会として、飯吉、田口、酒井、大山（大学院生）、吉田（事

務局）、半澤（6〜9月）、岡本（10月〜）が担当した。以下、本プログラムにおける、2度の対面ミ

ーティングを中心に報告する。

(a) 第 1 回ミーティング

2012 年 2月 11日、第１期MOST フェローの第１回目ミーティングが京都大学で開催された。プログ

ラムを資料 3 に示す。第１回ミーティングでは、フェローの自己紹介や１枚の画像を提示しながらの実

践紹介をおこない、活動の第一歩を踏み出した。

 ミーティングの冒頭で、まず、田口・飯吉から本プログラムの趣旨説明がおこなわれた。ここでは、

個人の授業改善だけでなくディシプリンを越えた教員コミュニティとしてもその質的向上を目指すとい

うプログラムのねらいや、MOST を利用して実践を可視化・共有化することの意義などについて説明が

なされた。

 続いて、事前に提出された自己紹介シートを元に、各フェローによる自己紹介がおこなわれた。1人 2
〜3分程度で、自身が担当する授業を紹介するとともに、選定したテーマや改善したい内容、そのきっか

けや現状と課題などについて共有された。

 次に、酒井より、この取り組みで各フェローが作成するMOST とコースポートフォリオ（スナップシ

ョット）の紹介、年間スケジュールの説明がおこなわれた。本プログラムでは、1年間で各自のスナップ

ショットを作成するとともに、翌年の第 19回大学教育研究フォーラムで成果発表することが最終目標で

あることが示された。

 オフィシャルなミーティングの終了後、夕食を兼ねて、引き続き各フェローの教育上の取り組みにつ

いてのアピールタイムが設けられた。事前に提出された取り組み内容をアピールするような1枚の写真、

図、イラスト（自己 PR用画像）をスクリーンに投影し、各自の教育に関するアピール点が各 2〜3分程

度で発表された。本ミーティングは非常に盛況で、終了時刻が過ぎるまで活発な議論や意見交換がおこ

なわれた。

 翌日には、各フェローは、公開研究会「大学教育におけるポートフォリオの活用」へ参加した。この

公開研究会では、カンザス大学／ISSOTL次期会長（当時）のダニエル・バーンステイン教授による、米

国で取り組まれているコースポートフォリオについての講演および、国内の実践者によるシンポジウム

がおこなわれた。

 なお、本ミーティング後、2 週間の期間を設け、ミーティングや公開研究会の感想を掲示板へ投稿する

ことを各フェローに求めた。また、「プロポーザル」スナップショットのテンプレートを送信し、「(1) テ
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ーマ」「(2) 対象となる実践、時期」「(3) エビデンス、データの収集方法、協力者、ピアレビューの計画」

「(4) 目標」などを 1 枚のスナップショットにまとめ、後日、オンラインコミュニティ上でフェロー間で

共有した。

(b) オンラインでの中間報告

 前期開始後、約一ヶ月半経過した時期に、コースポートフォリオ作成の進捗状況や問題点を報告・共

有した。すでに提出・共有された上述の「プロポーザル」スナップショットも踏まえ、電子掲示板上で

フェローの活動進捗状況を報告してもらい、その際、活動を進めるにあたって「うまくいっていない点」

「やり方を工夫してみた点」「スナップショット上の記述・表現上の工夫」など、現状や課題、疑問点

についても共有する機会となるよう促した。5月25日より3週間の期間を設け、掲示板上で報告・議論が

おこなわれた。

(c) 第 2 回ミーティング（合宿）

2012 年 8 月 21 日（火）〜22 日（水）、KKR 大阪において、第 2 回ミーティングを合宿形式にて開催し

た。この合宿では、前期に取り組んだ各自の授業実践について、作成途上のコースポートフォリオ等を

使って活動報告がおこなわれた。初日は、各自の活動経過報告の後、ディナーセッションとして飯吉に

よるトークがおこなわれ、講演内容について全体で議論をおこなった。2 日目は MOST フェローシップ

プログラム後半の活動や、プログラムの今後の展開について、グループディスカッションをおこない、

最後に議論内容を全体で共有した。以下、資料 4 のプログラムに沿って説明する。

 初日は、飯吉による開会挨拶と本合宿研究会の趣旨説明、酒井による 2 日間のスケジュールについて

の説明の後、田口の司会により、各フェローの活動報告がおこなわれた。質疑応答を含め、1 人 20 分間

で、作成中のスナップショットや PPT を使って各フェローから報告がなされた。

 夕方からは、夕食を兼ねた「ディナーセッション」として、飯吉によるキャッスルトーク「実践コミ

ュニティと教育の進化：カーネギー財団や MIT 等での経験をふまえて」と題した報告がおこなわれた。

MOST フェローシッププログラムは、このタイトルにあるように、カーネギー教育振興財団の取り組み

である大学教員コミュニティによる教育改善活動（CASTL プログラム）をベースにしており、米国での

先行事例の背景やその実践例や課題などが紹介され、相互研修の理念を加えてデザインされた本プログ

ラムの意義を再確認する機会となった。

2 日目の前半のセッションでは、「MOST フェローシッププログラムの今後」と題したグループディス

カッションがおこなわれた。3 グループに分かれ、コミュニティ活動に望むこと、MOST フェローの活用

法、フェローシッププログラムの将来について、活発な議論がなされ、最後に各グループの議論内容を

全体で共有した。

 また、後半は、「第 19 回大学教育研究フォーラムに向けて」と題したセッションがおこなわれた。次

回の大学教育研究フォーラムの個人研究発表で、各フェローの取り組みについて発表をおこなうが、教

育実践に関する報告の未経験者も含まれるため、その発表内容や方法に関する相互チェックの機会とし

た。

 第 2 回合宿以降の活動は、本原稿執筆時点では未実施であるが、今後予定されている MOST フェロー

の活動と今後の予定について述べる。

2012 年 1 月には、作成途上のコースポートフォリオの質を上げるため、スナップショット作成の進捗

状況や問題点の報告、共有の機会をオンラインでおこなう。このフェロー間での相互チェックを通じて

スナップショットを完成させ、3 月の大学教育研究フォーラムまでに MOST 上でスナップショットの一
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般公開をおこなう。これが本プログラムの一つめの成果である。また、3 月に京都大学で開催される第

19 回大学教育研究フォーラムにおいて、各フェローはそれぞれ 1 年間かけて取り組んできた活動成果に

関して個人研究発表をおこなう。これが二つめの成果となり、第 1 期 MOST フェローの活動は終了する

こととなる。

MOSTフェローシッププログラムは、次年度以降も継続すべく、準備を進めている。初年度の第1回ミ

ーティングを除き、ほぼ同様のスケジュールで活動を推進する予定である。3月の第19回大学教育研究フ

ォーラムの期間中に、第2期MOSTフェローの第1回ミーティングを予定している。

2-2.� �������������������������

2010年度後期に開発した「コースポートフォリオ実践プログラム」を、カリキュラム改善を視野

に入れたプログラムとして発展させるため、2011年度後期より、同じ学科に属する複数の教員が参

加する実践プログラムを2つの組織において実施している。この取り組みは、2011〜13年度科学研究

費補助金基盤研究（B）「コースポートフォリオを活用した大学カリキュラムの質保証モデルの構

築」（研究代表者：田口真奈）に引き継がれているが、ここで作成されたスナップショットを今年

度中にMOST上で公開する予定である。

2-3.� ����FD�������FD�����2012」
 上記のほか、関西地区FD連絡協議会の｢FD活動報告会2012｣向けに作成されたスナップショット21
件を、個別大学で行われている組織的なFD活動の事例として掲載した（III−2参照）。

3��������と�������

 利用者の要望などを受け、今年度中にMOSTおよびKEEP Toolkitに対しておこなった改修項目を以

下に列挙する。原稿作成時点で多くの項目が未完成であるが、今年度内に提供予定である。また、

昨年度の改修に関して未報告であった2012年3月に実施した項目についても合わせて報告するが、こ

れらは文末に「昨年度分」と付記している。

3-1. URL���

MOSTのURLを変更した（旧URL：https://online-tl.org → 新URL：https://most-keep.jp）。（昨年度分）

3-2. KEEP ToolkitとSakai���

(a)  KEEP Toolkit関連

・ ダッシュボードに対してフォルダ機能を追加した。ただし、フォルダは1階層のみとし、フォル

ダ内にフォルダを追加することはできない。（昨年度分）

・ ボックス内のテキストエディタに、html書式の破棄ツールを追加した。これまで、Word等から

テキストデータをコピー&ペーストした際に、書式情報も同時にペーストされていたため、その

後のテキスト編集に不具合が生じることがあった。該当するテキストを選択後、今回追加した書

式破棄ツールをクリックすることにより、段落以外の書式情報が破棄され、改めて書式を設定で

きるようになった。（昨年度分）

・ テキストエディタのウィンドウサイズの変更が可能となった。これまで、エディタの縦横サイズ

が固定されていたため、エディタ内でテーブルを利用する際など、操作性が悪い場合があったが、

今回の改修によりテーブルや画像の編集時の操作性が改善された。（昨年度分）
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・ ボックスを新たに追加する際、「add box」で既存のボックスの上側に追加する仕様であったが、

下側にボックスが追加されるように変更した。（昨年度分）

・ テンプレートギャラリーに、コースポートフォリオ作成用のテンプレートを追加し、提供を開始

した。これにより、スナップショット新規作成時に「MOST テンプレート」タブを選択すること

により、テンプレートが利用できるようになった。（昨年度分）

・ 他のLMSなどのプラットフォームへのスナップショットデータの移植を容易にするための規格

「IMS Common Cartridge」を適用した。ただし、今回はMERLOTのContent Builderが2011年12月に

実装したのと同様の方式を採用し、スナップショットのダウンロード時にマニフェストファイル

を追加する等の簡易的措置をおこなった。

・ 掲示板ツールで、ユーザーが投稿した記事を投稿者本人が削除できる機能を追加した。

・ ダッシュボードにスナップショットへの訪問数・訪問ユーザー数の表示機能を追加した。

(b)  MOST（Sakai）関連

・ 前年度に試行的に開発したマイコレクション機能を改修した。具体的には、コレクション内のス

ナップショットの検索機能の強化、訪問者ログ機能の追加、マッチメイキングツールの検索結果

の表示変更などである。

・ プロフィール画面のスナップショット一覧に「いいね」数を表示させるようにした。

 この他、活用プログラム向けのワークブックやマニュアル類の整備など、各種の改良を随時おこ

なった。

4．MOST���

 教育関係共同利用拠点における業務として、本年度は 4 回の「MOST 講習会」を企画したが、原

稿執筆時点までの 2 回は参加希望がなかったため不開催とした。対象者は、大学教員および FD や

教育改善に関わる大学職員、将来大学教員を目指す大学院生である。今後、12 月と 3 月に講習会を

開催予定であり、3 月の講習会は、関西地区 FD 連絡協議会の会員校に所属する教職員向けの講習会

で、協議会広報ワーキンググループとの共催で開催予定であり、次年度の｢FD 活動報告会 2013｣と
連動している。

 このほか、MOSTのデモを、第18回大学教育研究フォーラムの参加者に対して実施した。3月に開

催される第19回大学教育研究フォーラムにおいても実施予定である（執筆時点で未実施）。MOST
の登録は招待制で、通常は事務局よりアカウントの発行をおこなっていないが、これらの講習会お

よびデモにおいては希望者にMOSTのアカウントの発行手続きをおこなっている。

5. ���������

 本年度で 5 年間にわたる特別経費プロジェクトが終了する。この間、MOST の開発や MOST を利

用した大学教育改善向けの実践プログラムをデザイン・実施してきた。また、このことを通じ、個

人・コミュニティ・組織の各レベルにおいて教育実践知の可視化・共有化を試みてきた。次年度以

降も、引き続き、日本の大学における教育改善や FD に関する事例を、関西地区 FD 連絡協議会会員

校における特徴的な取り組みや MOST フェローの取り組みの支援・推進などを通じて、スナップシ

ョットを作成し、蓄積、提供をおこなう予定である。
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 今後の課題としては、Sakai や KEEP Toolkit など技術面の継続的な改善はもちろん、各レベルにお

ける幅広い支援体制のより一層の強化をはかり、提供する教育改善プログラムの質の向上を目指す。

また、ICT による支援の次のフェーズとして、既存の教育コンテンツや人的ネットワークを元に、

新たな教育上のナレッジを循環的に生成する場「大学教育コモンズ」の構築を目指す。

（酒井 博之）
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第 1 期 MOST フェロー

氏名 所属・職名 テーマ

石村 源生
北海道大学 高等教育推

進機構 特任准教授
プロジェクト実習のデザインと評価

長田 尚子

清泉女学院短期大学 国

際コミュニケーション科

准教授

新しい授業形態（キャリア教育、サービスラー

ニング、プロジェクト学習など）のデザインと

評価

尾澤 重知
早稲田大学 人間科学学

術院 准教授

大人数授業でのグループ学習とTwitterによる学

生参加型授業

勝又あずさ

成城大学 共通教育研究

センター 特別任用准教

授

学生 160 人全員とつくるキャリアデザイン授業

—理論と実践を組み合わせ、グループワークを

通して互いに気づき・意味づけ･行動に繋げるオ

リジナルカリキュラム— 

神田 宏 近畿大学 法学部 教授
大規模・中規模教室における双方向・多方向授

業の展開支援方略

木村 修平
立命館大学 言語教育セ

ンター 外国語嘱託講師

PBL型英語授業における ICTおよび SNS の積極

活用とそのシナジー効果

澤田 忠幸
愛媛県立医療技術大学

保健科学部 准教授

学び合いとリフレクションを通じた初年次教育

の実践

下井 俊典
国際医療福祉大学 保健

医療学部 講師
学生を模擬患者とした演習の試み

村井 淳志
金沢大学 学校教育学類

教授

教育現場で即戦力となれる社会科教師を養成す

るための、社会科教育法の実践（100 名受講の

大講義）

村上 裕美
関西外国語大学短期大学

部 准教授

自律した学習者を育てるラーニングポートフォ

リオと授業改善を促すティ―チングポートフォ

リオの併用による効果の考察
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第 1 期 MOST フェロー 活動スケジュール

日 程 活  動

2 月 11 日 (土) 第 1 回ミーティング（京都大学）

2 月 12 日 (日) 第 83 回公開研究会への参加（京都大学）

〜2 月末 公開研究会の感想の共有

・MOST 内「第 1 期 MOST フェロー」コミュニティ内の「掲示板」へ投稿

3 月 14 日 (水) 「活動のプロポーザル」をスナップショットで共有

・後日、「テンプレート」を各アカウントに送信

3 月 15 日 (木) 
〜16 日 (金)

第 18 回大学教育研究フォーラムへの参加（京都大学）（任意）

・「MOST デモ」会場で個別対応可

6 月頃 進捗状況や問題点の報告、共有（オンライン）

8 月 21 日（火）

〜22 日（水）

第 2 回ミーティング（１泊 2 日）

・１日目：14:00〜宿泊、２日目：9:00〜12:00 

・活動の進捗共有、成果発表に向けての計画

8 月 22 日 スナップショットの経過を MOST フェローで共有

〜9月28日（金） 第 19 回大学教育研究フォーラム 個人研究発表申込み締切

9 月末頃 スナップショットを MOST フェローで共有

11 月 8 日（木） 『発表論文集』の原稿を MOST フェロー間で共有

11 月 22 日（木） 『発表論文集』の原稿提出締切

1 月頃 進捗状況や問題点の報告、共有（オンライン）

3 月中旬 MOST のギャラリーでスナップショット一般公開 ･･･成果①

3 月中旬 第 19 回大学教育研究フォーラム（京都大学） ･･･成果②

・MOST フェロー運営委員会メンバーによる小講演

・｢第１期 MOST フェロー打ち上げ会｣兼｢第 2 期フェローとの交流会｣（2 日目）

－ 212 － － 213 －
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MOSTフェロー � 1�ミーティング プログラム

 日 時：2012 年 2 月 11 日（土）16:00〜19:00 

 場 所：京都大学 吉田南 1 号館 共 201 会議室・共 22 演習室（2F）

プログラム

16:00 ミーティング開始 共 201 会議室にご参集下さい（15:30 開場）

16:00 趣旨説明（田口・飯吉）

16:15 自己紹介 MOST フェローの自己紹介（1 人 2 分程度）

16:45 MOST について（酒井）

（部屋移動） 共 22 演習室へ移動

17:15 フリーディスカッション

17:30 アピールタイム

18:30 フリーディスカッション

夕食あり

1 人 2〜3 分で、持参した画像等をスライドに映し、取

り組みについてのアピールをおこなう

19:00 終了・解散

会場地図：京都大学 吉田南 1 号館 1 共 23 教室（吉田南構内）

－ 212 － － 213 －
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MOST ��ロ��� 2012� � 2������グ

日  時：8 月 21 日（火） 13:30～21:00 (受付 13:00～) 

8 月 22 日（水） 8:45～12:30 

開催場所：KKR 大阪ボードルーム （6 階）

プログラム（１日目）

日程 時間 プログラム 備考

8 月 21 日

（火）

13:30 

～

13:40 

開会挨拶

���������������� 

 飯吉 透（京都大学）

MOST��ロー��プログラム����

 酒井 博之（京都大学）

13:40 

～

15:20 

セッション 1

MOST��ロー��������

 司会：田口 真奈（京都大学）

（発表・質疑応答 1 人 20 分）

休憩 (15 分) 

15:35 

～

17:15 

MOST��ロー��������

 司会：田口 真奈（京都大学）

（発表・質疑応答 1 人 20 分）

17:15-18:00 チェックイン・休憩（45 分）

18:00 

～

21:00 

セッション 2

ディナーセッション 

ディナー

キャッスルトーク

「実践コミュニティと教育の進化：カーネギー財

団やMIT等での経験をふまえて」（飯吉透）

オープンディスカッション

司会：田口真奈（京都大学）

自由行動

－ 214 － － 215 －
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プログラム（２日目）

日程 時間 プログラム 備考 

8 月 22 日

（水）

7:00 

～

8:30 

各自で朝食

チェックアウト

8:45 

～

10:30 

セッション 3

MOST��ロ�プログラム���

������プログラム����

 酒井 博之（京都大学）

���MOST��ロ������グ��プ����

 ・コミュニティ活動に望むこと

 ・MOST フェローの活用法

・MOST フェロープログラムの将来

ファシリテーター：田口 真奈（京都大学）

10:30 

～

11:30 

セッション 4
� �� ����������ラム���� 

研究発表に関するピア・チュータリング

片 づ け・移  動（タクシー）

12:00 

～

12:20 

大阪水��� アクアラ��ー��（大阪城港～淀屋橋港）

12:30 解散

－ 214 － － 215 －
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IV−2

1

大学全入時代といわれる最近の大学教育にとって、学生をどう育てるかということが喫緊の

課題となっている。大学はもはや単なる知識を習得させるだけの場ではなく、知識社会、情報

化社会、グローバル社会といった新たな社会状況で力強く活躍する人材育成の場ともなってき

ている。そのために大学は、正課・正課外教育、キャリア教育など有機的・包括的に考えてい

かなければならない。

大学生研究フォーラムは、高等教育における教授学習やファカルティ・ディベロップメント

の実践的研究組織・京都大学高等教育研究開発推進センターと、大学生・大学院生への奨学制

度で、社会に貢献する有用な人材育成を目指す公益財団法人電通育英会が、現代大学生の姿を

正確に理解し、かつ現代社会を力強く生きていける学生を育てるために開催するものである。

さて、大学生研究フォーラムは、プログラムのよりいっそうの充実をはかるべく、2011 年度

より共催校に東京大学大学総合教育研究センターを加えて、運営組織の拡張をおこなっている。

これにともなって、これまで一方通行的な講演形式のフォーラムから、参加者同士が議論をお

こなう「参加者ダイアローグ」も導入している。また、株式会社学研教育みらいの協力を得て、

参加対象者を大学、企業等の関係者だけでなく高校教諭にまで拡張している。これはとくにキ

ャリアデザインが大学入学以前の状態と密接に絡んでいる調査結果をふまえてのことである。

こうして二日目には、従来型の一日目の議論をふまえた「高校教諭のためのシンポジウム」を

新たに設けている。

本年度の大学生研究フォーラムは、正課・正課外教育、キャリア教育の架橋のテーマにグロ

ーバルキャリアを加えて、「グローバルキャリアの時代に大学教育は何ができるか」を年度テ

ーマとして、以下に述べるプログラムを実施した。参加者数は、1日目が 398名、2日目が 239
名であった。

*大学生研究フォーラムは、特別経費「大学教員教育研修のための相互研修型 FD 拠点形成」を

受けて、国内連携事業の一つとして運営されました。

2

1
今年は、①トランジション調査の中間報告、②事例報告・パネルディスカッション、③総括

パネルディスカッションの構成でプログラムを実施した。各プログラムの概要、登壇者は下記

のとおりである。

 京都大学・東京大学・電通育英会共催で

2012年 4月に実施した学校から仕事へのトランジション調査の中間報告を 2つおこなった。登

壇者とテーマは下記の通りである。

・溝上慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター）

「学校教育の経験は仕事にどのように影響を及ぼしているか」
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・中原淳（東京大学大学総合教育研究センター）

「『企業での活躍と大学時代の経験』の関係をさぐる」

 「グローバルキャリアの時代に大学教育は何ができる

か」という年度テーマのもと、それに基づく下記の事例報告を 3件おこない、それらについて

参加者ダイアローグならびにパネルディスカッションをおこなった。

・福田 公子（首都大学東京理工学研究科）

「生物学自主研究－『研究』を通して学部学生が能動的な社会的力をつける試み－」

・勝又美智雄（国際教養大学）

「学生の国際競争力を高めるための教育・学習」

・林  雅子（アサヒビール株式会社人事部）

「グローバル戦略に呼応した人材開発のあり方」

 午前中のトランジション中間報告ならびに午後の事例報

告・パネルディスカッションを受けて、大学教育改革、キャリア教育の専門の識者に自由に討

論してもらった。一日の振り返り､総括となることも目的とした。パネリストは下記の 3 氏で

ある。

・児美川孝一郎（法政大学キャリアデザイン学部）＜キャリア教育の立場＞ 

・吉見  俊哉（東京大学大学総合教育研究センター）＜高等教育全体の立場＞ 

・大塚  雄作（京都大学高等教育研究開発推進センター）＜高等教育全体の立場＞ 

司会：松下佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授） 

2
高校におけるキャリア教育をどのようにおこなえばよいか、どこまでやるべきか、どのよう

に大学へ接続させるか、という問題が検討された。プログラムは、①特別講演、②大学生研究

フォーラム 2012 の概括と高校教諭へのメッセージ、③高校現場からのレポート、④パネルデ

ィスカッション、の 4部構成のもと実施された。

・村上 育朗（ 教育未来研究会「そうぞう」代表）

「凡事徹底―想定外の時代を生きる―」

2012
・大学研究フォーラム 2012の概括：溝上慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター）

・メッセージ 1：児美川孝一郎（法政大学キャリアデザイン学部）

・メッセージ 2：福田  公子（首都大学東京理工学研究科）

 ・レポート 1：高村聖悟（広島県立尾道北高校）

  「生徒の進路を見据えたキャリア学習」

 ・レポート 2：下谷慎一（鳥取県立鳥取西高校）
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「教科を横断した小論文指導で社会を考える」

・パネリスト：奥村 弘史（滋賀県立膳所高校）

・パネリスト：西根 正子（三重県立伊勢高校）

・パネリスト：浜田 伸一（福島県立福島高校）

・パネリスト：佐藤 幸彦（北海道札幌北高校）

・パネリスト：溝上 慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター）

・司   会：大堀 精一（月刊情報誌「学研・進学情報」監修）

3 2012
大学生研究フォーラム 2012（1 日目）では、これまでの正課・正課外教育にキャリア教育を

架橋させるというテーマに、グローバルキャリアの問題を加えて検討をおこなった。グローバ

ル人材ということで、英語ができる・できないということは、企業のなかではさほど問題にな

っていないという話が印象的であった。問題は英語ができる・できないということよりもむし

ろ、異文化へ接触していくときの適応力や対人関係、コミュニケーション力にあるということ

であった。異質な状況・ものに触れて仕事をおこなっていく以上、異文化を理解するための学

習も大いに求められることだろう。同質性の高いところで仕事をすることの多かった日本人が、

国内も含めてさまざまな異文化状況で仕事をしていくことが増えてくると予想される。そのよ

うな近未来を想定した大学教育がもっとなされなければならないと考えられた。

次いで、高校教諭のためのシンポジウム（2 日目）では、昨年に引き続いて、高校における

キャリア教育がどのように推進されるべきかということを、実践事例を通して検討した。多く

の論点が出されたが、もっとも課題だと感じたのは、「キャリア教育」の定義や概念理解が、

学校や先生方によってさまざまであるということであった。小論文を書くこと、そこで社会の

問題についていろいろ考えることがキャリア教育であると言う学校もあれば、アクティブラー

ニングを導入すること、修学旅行・研修、オープンキャンパスなどで大学訪問すること、進路

を考えることがキャリア教育であると言う学校もある。大学でなされているように、卒業生や

社会人を講師に呼んでの講演会、インターンシップに行かせることをもってキャリア教育と呼

ぶ学校もある。どの活動も多かれ少なかれキャリア教育と呼べるものであるが、どの側面のキ

ャリア教育を議論しているのかのマッピングがないと、「キャリア教育」という同じ用語を用

いていても議論がかみ合わないと感じたのも正直なところである。ある参加者は「キャリア教

育は高校では要らない」と主張したが、そこで考えられている「キャリア教育」も、いろいろ

な側面のうちの一側面でしかなかったりするのである。早急に概念整理の作業を進めて、実践

をより精緻にとらえていかなければならないと考えられた。

4

『大学生研究フォーラム 2012 』のプログラム（Web 上で公開）

（http://www.dentsu-ikueikai.or.jp/forum/）

（溝上 慎一）
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競争
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IV−3

1

大学教育研究フォーラムは、京都大学高等教育研究開発推進センターが 1994 年度より年 1
回開催してきたものである。今年で 19回目を迎える（2013年 3月 14日・15日開催予定）。毎

年 400～500 名の大学教職員関係者が参加する、全国的にも広く認知された大学教育改善に関

する研究・実践交流の場である。

同フォーラムは、FD（ファカルティ・ディベロップメント）や教授法、教育評価、遠隔教育

といった諸領域における、学内・学外の大学教育関連の最先端の実践知をあまねく集積する場

として開催するものである。最近の趨勢をふまえた最先端の知見は、学内外の教育改善推進に

大きく貢献すると考えられている。

*大学教育研究フォーラムは、特別経費「大学教員教育研修のための相互研修型 FD 拠点形成」

を受けて、国内連携事業の一つとして運営されました。

2

第 19回大学教育研究フォーラムは、①シンポジウム、②小講演、③参加者企画セッション、

④個人研究発表から構成され実施される。昨年まで、③参加者企画セッションは「ラウンドテ

ーブル」と称されていたが、今年からは「参加者企画セッション」と名称変更をしている。ラ

ウンドテーブルはもちろんのこと、シンポジウムからワークショップまで多様な形態のセッシ

ョンを、参加者が企画できるように考慮してのことである。

以下は､各プログラムの特徴、ならびに本年度の具体的プログラムである。

 昨年 8月に出された中央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向

けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」では、学士課程教育の質

的転換への好循環の「始点」として、学生の学修時間の増加・確保が掲げられています。この

答申では「ガクシュウ」はすべて「学修」と記されていますが、これは、大学設置基準の「１

単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をもって構成する」という文言にそった表現

です。具体的には、事前準備・授業受講・事後展開を通しての「主体的な学修」の充実が謳わ

れています。いいかえれば、授業内・外での教員の教育計画にしたがって学生が自らガクシュ

ウすることが「主体的な学修」です。これに対し、本シンポジウムでは、「主体的な学び」をテ

ーマに掲げました。その意図は、設置基準や教員の教育計画を視野に入れつつもそれに縛られ

ない形で、主体的に学ぶとはどういうことなのか、現代の大学においてそれを実現するには何

が必要なのかを、さまざまな視点から根本的に議論することにあります。パネリストには、デ

ジタルテクノロジー、学習環境デザイン、主体性の原理的考察、共同性にもとづく学校教育の

あり方といった視点から、「学び」というテーマに理論的・実践的に関わってこられた方をお招
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きしました。パネリストからのご提案、政策担当者からの応答をふまえて、フロアのみなさま

とともに、大学における主体的な学びのあり方について議論していきたいと思います。

報告者 1： 渡部 信一（東北大学大学院教育情報学研究部教授／研究部長） 

報告者 2： 美馬 のゆり（公立はこだて未来大学情報科学部教授）

報告者 3： 田中 智志（東京大学大学院教育学研究科教授）

報告者 4： 藤田 英典（共栄大学教育学部教授／学部長）

報告者 5： 松坂 浩史（文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長） 

司  会： 松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授） 

 各論的に、具体的なトピックを 8 つ取り上げ、最先端の知見を提供する。本年度は

下記のテーマで講演者に依頼をおこなっている。

及川  恵（東京学芸大学教育学部准教授）

「大学の授業におけるストレスマネジメントの実践」

田島 充士（東京外国語大学大学院総合国際学研究院准教授）

「アクティブラーニングにおける公共圏他者を『共創的越境』から読み解く」

飯吉  透（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）

田口 真奈（京都大学高等教育研究開発推進センター准教授）

酒井 博之（京都大学高等教育研究開発推進センター准教授）

「教育改善のための大学教員コミュニティ形成―MOST フェローシッププログラム―」

清水 栄子（阿南工業高等専門学校 FD 高度化推進室特命講師）

「アカデミック・アドバイジングの展開とアドバイザーの能力開発―アメリカの事例を手

がかりに―」

山田 和人（同志社大学文学部教授・PBL 推進支援センター長） 

「PBL の何が学生を成長させるのか？―同志社大学プロジェクト科目（公募制・教養教育）

の試みから―」

耳塚 寛明（お茶の水女子大学理事・副学長）

桂  瑠以（お茶の水女子大学学生支援センター講師）

 「学生寮への教育的期待―お茶大 SCC の実践と課題―」 

長澤 多代（三重大学附属図書館研究開発室准教授） 

「主体的な学びのベースとなる大学図書館の学習空間とサービス―ラーニングコモンズと

情報リテラシー教育を中心に―」

山村  滋（大学入試センター研究開発部教授） 

「高校と大学の接続から見た高校教育の課題と大学入学者選抜制度の改革」

 ある特定のテーマでの研究・実践交流を促す目的で、一般参加者か

ら募集するセッションである。本年度では「LTD（Learning Through Discussion）学習法の実際」

「大学アドミニストレータの視点から考える IR 開発の課題」「学習理論にもとづく教育実践の

デザイン」など 13件の応募があった。

 「FD・授業公開」「教育評価」「カリキュラム」「授業研究」「教育評価」

「e-Learning・遠隔教育」「大学生・大学生活」の研究部会を用意し、大学教育実践研究の交流
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の場としている。本年度は 96 件の応募があった。2009 年度の申し込みが 67 件、2010 年度の

申し込みが 72 件、211 年度の申し込みは 77 件であったから、申し込みは増加傾向にあると言

える。

3

これまで大学教育研究フォーラムは京都大学高等教育研究開発推進センターの運用経費で

開催費用その他をまかなってきたが、昨今の厳しい財政事情のなか、参加費を徴収しないこと

にはフォーラムを続けられない状況となった。2013 年度・第 20 回大学教育研究フォーラムよ

り参加費を徴収することが案内される。

4

□ 『第 19回大学教育研究フォーラム プログラム』（Web 上で公開）

（http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/forum/2012/program2012.pdf）

（溝上 慎一）
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理事・副学長）
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IV-4. FD ネットワーク��者会議（JFDN）

IV-4-1.  第 5 �会議の��

平成 24年 9月 5日（水）、FDネットワーク代表者会議（JFDN）の第 5回会議が、京都大学

芝蘭会館別館研修室にて開催された。北は北海道から、南は九州まで、全国 15 の FD ネットワ

ークの代表が参集し、それぞれの活動の現状と課題について報告し合った。その後、安部田康

弘氏（文部科学省 高等教育局 大学振興課 学務係長）よりコメントをいただき、それを皮切り

に、本年度の課題として取り上げた FD ネットワークの評価、FD そのものに関わる評価につい

て熱心な議論が続いた。FD ネットワークにとっては、予算確保の難しさなど、前途多難な時

代ではあるが、各ネットワークの取組の充実、また、相互の情報交換の場をもつことを通して、

次の段階へのステップアップの可能性を感じさせる勢いも感じることのできた会合であった。

1.  ��者

北海道地区 FD・SD 推進協議会

山田 �� （北海道大学 高等教育推進機構 准教授）

いわて高等教育コンソーシアム

�� �� （岩手医科大学 医学部 教授）

�本 �� （岩手大学 大学教育総合センター 准教授）

国際連携を活用した大学教育力開発の支援拠点

�本 �弘 （東北大学 高等教育開発推進センター 准教授）

関�  � （東北大学 高等教育開発推進センター 副センター長／教授）

東日本地区大学間 FD ネットワーク・つばさ

�田 �� （山形大学 高等教育研究企画センター 教授）

障害者高等教育拠点

�田 �� （筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター教授）

看護学教育研究共同利用拠点

北�  � （千葉大学大学院 看護学研究科附属看護実践研究指導センター センター長／教授）

�� �子 （千葉大学大学院 看護学研究科附属看護実践研究指導センター 特任准教授）

�� �子 （千葉大学大学院 看護学研究科附属看護実践研究指導センター 特任助教）

文部科学省

安部田 康弘 （文部科学省 高等教育局 大学振興課 大学改革推進室 学務係長）

大学コンソーシアム石川

�   � （北陸先端科学技術大学院大学大学院教育イニシアティブセンター 特任准教授）

��  � （金沢大学 大学教育開発・支援センター 教授）

福井県学習コミュニティ推進協議会（Fレックス）

山�  修 （福井県立大学 学術教養センター 教授・Fレックス会長）

��  � （仁愛女子短期大学 教授・Fレックス FD チームリーダ）
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FD・SD 教育改善支援拠点

�� �� （名古屋大学 高等教育研究センター 教授）

医学教育共同利用拠点

�� �� （岐阜大学 医学教育開発研究センター センター長／教授）

全国私立大学 FD 連携フォーラム

� ��（立命館大学 教育開発推進機構 教育開発支援センター長／教授）

大学コンソーシアム京都

�� �� （大学コンソーシアム京都 高等教育研究推進事業部 事務局長）

�� �� （大学コンソーシアム京都 高等教育研究推進事業部 次長）

�� �� （大学コンソーシアム京都 専門研究員）

山陰地区 FD 連絡協議会

�� ��（島根大学 教育開発センター 准教授）

九州地域大学教育改善 FD・SD ネットワーク：Q-Links 

�� ���（九州大学 教育改革企画支援室 特任助教）

相互研修型 FD 共同利用拠点

大� �� （京都大学 高等教育研究開発推進センター センター長／教授）

�� �代 （同 教授）

��  � （同 教授）

�� �� （同 准教授）     �� 真� （同 准教授）

�� �� （同 特定准教授）  

�� �� （同 特定助教）    �� �� （同 特定助教）

高� �� （同 特定助教）    �� �� （同 特定助教）

FD ネットワーク代表者会議（JFDN）第 5 回会議 集合写真
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2.  プログラム

時間 プログラム 内容

10:30 ��開� ��会� ��研修室

11:00

～

11:15

���� 趣旨説明：大� ��

（京都大学高等教育研究開発推進センター 教授）

11:15
～

12:30

FDネットワークお�

�教育関係共同利用

拠点の現状と課題I

〔発表 各10分〕

 1�山� ��（北海道大学）

「北海道地区FD･SD推進協議会の活動」

 2��� �� （岩手医科大学）

「いわて高等教育コンソーシアムにおける大学間連携FDネ

ットワーク」」

 3��� �� （東北大学）

「東北大学における教育関係共同利用拠点の活動と課題」

 4��� �� （山形大学）

「FDネットワーク“つばさ”現状・課題・評価」

 5�石� �� （筑波技術大学）

「障害者高等教育拠点 －聴覚・視覚障害学生のイコールア

クセスを保障する教育支援ハブの構築－」

 6�北�  � （千葉大学）

「看護学教育研究共同利用拠点の現状と課題」

12:30
～

13:30

��ー�ィス�ッシ

�ン・昼食

研修室にて弁当昼食の予定

13:30
～

15:30

FDネットワークお�

�教育関係共同利用

拠点の現状と課題II

〔発表 各10分〕

 7��   � （北陸先端科学技術大学院大学）

「大学コンソーシアム石川(UCI) FD･SD活動の展開」

 8�山川  修 （福井県立大学）

「福井県学習コミュニティ推進協議会（Fレックス）」

9��� �� （名古屋大学）

「名古屋大学FD･SD教育改善支援拠点の活動と課題」
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10��� �� （岐阜大学）

「岐阜大学 医学教育開発研究センター Medical Education 
Development Center (MEDC)」

 （休憩）

11�� ��（立命館大学）

「全国私立大学 FD連携フォーラムの取組」

12��� �� （大学コンソーシアム京都）

「大学コンソーシアム京都のFD活動 現状と課題、評価につ

いて～ポストGPおよび第4ステージに向けて～」

13�大塚 雄作（京都大学）

「FDネットワークとしての関西地区FD連絡協議会の5年」

14��� ��（島根大学）

「山陰地区FD連絡協議会 2012報告―成果を位置づける―」

15��� ���（九州大学）

「かたらしてぇQ-Links 2012」

15:45
～

16:45

��ス�ッシ�ン コメント：�部� ��（文部科学省）

司会：大塚 雄作（京都大学）

17:00 �������

（大塚 雄作、高橋 雄介）
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IV−4−2. 第 5回 FD���������������

2012 年 9 月 5 日（水）11:00～17:00、京都大学芝蘭会館別館（国際交流会館）2 階研修室 1
において、プログラムに示されたように、全国から 15 の FD ネットワーク、教育関係共同利用

拠点の代表者が集まり、第 5 回 FD ネットワーク代表者会議（Japan Faculty Development Network，
JFDN）が開催された。昨年度も感じたことであるが、全国の FD ネットワークがどのようなこ

とに取り組み、どのような課題をもっているのかということを共有するだけでも、お互いに自

らのネットワークを次につなげるとてもよい刺激を与え合う場になっているということが感じ

られたのは私だけだろうか。それはまた、それぞれのネットワークの取組が一年一年充実して

きている証左でもあろう。そして、そのような刺激を与え合う場は、我々センターの FD 理念

でもある「相互研修型 FD」の一つの典型的な形態にもなっているということを実感できる JFDN
であった。 

 また、今年は、それぞれの取組をどのような形で評価してきているかという点についての情

報交換を意図的に取り入れた。それぞれの FD ネットワークから、さまざまなレベルでいろい

ろな評価の工夫が試みられていることが共有され、また、その一部には我々のセンターでも大

いに参考になるものも含まれていた。 

 それらの FD ネットワークの報告を受けて、文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進

室の安部田康弘学務係長より以下のような趣旨のコメントをいただいた。 

① まず、FD の成果をどう捉えるかという点で、FD 実施組織側が自分たちの活動がどのくら

いインパクトを与えているのか、アカウンタビリティを示す視点と、また、FD 活動を経

験した教員たちの授業がどう変わったのかという視点が考えられる。 

② 次に、発表された中教審答申『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯

学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～』と FD の関係という点について、往々

にして新しい答申に目が行ってしまい、FD が軽視されてしまうということがあるが、今

回の場合は、主体的な学びを確立するための授業のあり方という点で、FD と密接な関係

がある。 

③ FD の評価という点について、マネジメント部門が IR の活用の仕方を十分に把握できてい

ない印象がある。FD の成果も IR なども含めて測定が行われたとして、それをどう活用す

るのか、マネジメント部分の IR と FD 等の理解を深める工夫が求められる。 

以上、FD の成果を捉えるレベルの問題、答申と FD との関連性と FD 活性化の課題、そして、

FD 評価における評価リテラシーに関わる育成の問題など、重要な課題が指摘された。 

それを受けて、FD 評価、FD ネットワークの評価に関わって、熱心な質疑応答が行われた。

主な論点は以下の通りであった。 

① FD や FD ネットワークを評価する際、例えば、FD ネットワーク自体も多重に関わってくる

ことになるが、どれがどういう効果をもっているかを識別することが難しくなっているの

ではないか？ 

② FD や FD ネットワークをどう捉えるかによって FD の評価のあり方も異なってくる。例え
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ば、各大学のディプロマポリシーに即して FD の効果を評価するということが一つの行き方

であり、それに FD ネットワークのみならず、部局ごとの教育活動、日常の相互研修型 FD
活動なども含めて、どうそれが達成されているかが重要で、それぞれの寄与がどの程度で

あるかは特に問題にする必要はないのではないか。 

③ FD や FD 活動も多岐にわたり、ネットワーク化も進んでいくと、パソコン通信からインタ

ーネットへの発展をアナロジーとして考えてみても、どれが直接的に影響を及ぼしている

かを分離するのは難しく、間接的な寄与でしかみていくことはできないのではないか。 

④ FD ネットワークの効果と、個別の大学の IRや FD成果の評価は、切り分けて考えていく必

要があるのではないか。 

⑤ 授業改善に関しては、ストーリー的な情報で評価していくということもあり得るのではない

か。ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーなどとの関連はきちんとみていく必要は

あると思われる。マネジメント側の評価リテラシーの問題は、IR などのデータに関するや

りとりをするなかで、結果的にパフォーマンスを上げるということがあり得るのではない

か。 

⑥ FD ネットワーク、各大学の FD、学部、教員、学生といったように、多層に分かれている

が、教育の成果という点で学生に対して責任を負うべきなのは学部であり、そこを改めて

共有する必要がある。そこを抜きにすると､評価も FD 担当者のなかで堂々巡りになりかね

ないが、ただ、経済界など外側に向けて評価をすることが FD に関して的確な評価になると

も言えない部分があり、ある種自己完結的な評価の蓄積も大切だろうと思われる。 

⑦ 答申はどうも現実に即しておらず、センターは、答申と現実の間を埋める役割を担うことに

なる。その意味で、センターが学部の存在をしっかりと把握していることが肝要である。 

⑧ 授業改善の評価は、授業アンケートの事前・事後の差で必ずしも測定するのは容易でないと

いうこともあり、アンケートのみならず、教務データは全数の情報が含まれていることも

あって、教務データの分析、また、それとアンケートのリンクなどを、情報保護などの制

約を超えて利用できるように働きかけていくべきである。 

以上のように、FD、FD ネットワークに関わる評価のあり方について質疑が行われ、FD 評価、

FD ネットワークの評価のあり方は、上記のようにさまざまな論点があり、今後さらに各ネッ

トワークにおいても、お互いの情報交換を通じて精錬させていく必要があることが共有された。 

FD ネットワークの試みは、そのコアになる大学を中心に多くのリソースを要することは、

FD ネットワークがそれだけ成熟してきている現在であっても、また、今後にあっても、間違

いのないところであり、それに関わる支援を、文科省はじめ、社会に対して求めていかなけれ

ばならない。しかし、とりわけ昨年の大震災以降の逼迫した国家財政の中で、この FD 義務化

時代にあってさえ、FD ネットワーク等の活動に十分な予算が割り振られることはなくなって

いくであろうことは想像に難くない。その厳しい時代背景にあって、FD ネットワークに対す

る社会からの適切な支援を得ていくためにも、FD ネットワークの取組の成果を共同して社会

にアピールしていくことは、JFDNの重大な使命と既になっているということが、今回の JFDN
会合で新たに認識させられたことの一つである。 

 現に、この JFDN会合からほぼ 10日後、私どもの高等教育研究開発推進センターが申請して

いた特別経費としての新プロジェクトが、文科省において次年度の概算要求に盛り込まれなく

なったことが判明した。この JFDN 自体も、特別経費『大学教員教育研修のための相互研修型

FD 拠点形成（2008～2012）』により立ち上げることができたのであるのが、その経費に依拠
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して、関西地区 FD 連絡協議会などの地域 FD ネットワークも運営してきていただけに、突然、

奈落の底に突き落とされたという思いが私どもセンターを覆いつくしている。もちろん、そう

いう状態になっても、何とか FD ネットワークを維持させていかねばならないという思いはあ

るし、また、そういう状況の中でこそ、FD ネットワークの運営に関わる新たな側面を見出し

ていくこともできるという前向きの姿勢をもたねばならないと自らに言い聞かせてもいるが、

それこそ先行きの見えない不安は拭いきれずにいる。それだけに、今まで、こうした FD ネッ

トワークの意義を、社会に対してしっかりアピールできてきていたのかどうか、その点の反省

も含めて、きちんとこれまでの FD ネットワークの活動を総括しておく必要が生じてきたと言

えるであろう。 

 実は、この年の今頃に、センター自体がこのような状況になるかもしれないことは、5 年計

画のプロジェクトが終了する年度にさしかかるということもあって、昨年の時点で当然予想さ

れたことであり、正直、それが現実になるとはそのときは切実に感じていたわけではないので

あるが、そのような逼迫した財政下における FD ネットワークの今後の方向性について、昨年

の「JFDN 後記」において、私なりに思いつくままに取り上げている。その考え方は、今も大

きく変わることではないので、ここに再掲してさらに強調しておくことにしたい。 

FD ネットワークの第一の意義として、そこで取り上げたことは、核となる FD 人材を確保で

きるということである。各大学レベルでは、FD の担当者は、多くの場合、委員会方式で行わ

れており、数年の単位で代わっていく。それによって、FD の経験者の輪を広げていくことは

できるのであるが、FD 活動を深めていくことは難しい。その点で、5 回を迎える JFDN 会合に

集まるメンバーは、その半数程度は継続して来られているのを見てもわかるように、FD ネッ

トワークは FD を掘り下げるコアメンバーを育てることにもなり、その存在が、各大学の FD
を今後もサポートし続けていき得るのである。FD 自体、十年一日のごとく、常に、その形骸

化が問題とされてきているが、それを乗り越えることは各大学単位で達成できることではなく、

そうしたコアメンバーが FD ネットワークに存在することが有効となり得るのであり、そのた

めにも、コアメンバーを育てる FD ネットワークの充実が求められることになるのである。こ

の点は、今後とも、FD ネットワークの重要な役割として位置づけられていくであろう。 

 次に、FD に関する Web 等の ICT 活用による効率化の問題が挙げられている。その基盤とし

て、京大センター開発の MOST（Mutual Online System for Teaching & Learning）などが十全に機

能を発揮するためには、多くの教員、あるいは、教員集団が、FD や教育改善への関心を共有

しているという前提が必要となる。そのためにも、現在、MOST フェローと呼ばれる教員集団

を全国からの公募によって構成し、そのコミュニティの下で、それぞれの教育改善に MOST を

活用する実践事例を積み重ねているところである。また、多くの授業の概要をスナップショッ

トという形で公開する形で、授業事例の蓄積も進んでおり、そういった Web 等の情報源に自ら

アクセスし、継続的に活用してくれる素地作りに努めているところである。しかし、MOST な

どのシステムを維持していくためには、やはりそれなりの人的、予算的リソースの準備が必要

となる。そのシステムが断ち切れてしまっては、それまでに構築したシステムへの経費の無駄

遣いということにもなるわけで、それこそ予算の効率的な活用という意味においても、そうい

った部分への継続的支援について社会的なコンセンサスを得ていくということは、今後も引き

続き重要なポイントになるであろう。 

 予算的な面での維持という点に関しては、例えば、大学コンソーシアム京都の活動が全国的

にも目立つのは、加盟大学が相当のリソースを拠出し合って、専任の職員がコンソーシアムの
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活動に専念できるということがあると思われ、また、四国の大学連合などでも、各大学がある

規定に従って、人的リソース、予算的リソースを拠出し合うという方策をとっているというこ

とであり、それらに倣って、FD ネットワークへの参加大学からそれ相応のリソース分担をお

願いするということがまず考えられる。 

 それに対して、関西地区 FD 連絡協議会では、参加校は毎年 2 万円の会費を拠出すると規定

され、その範囲で継続してきているものの、代表幹事校としての京大のサポートが不可欠であ

り、そのサポートは我々のセンターの特別経費プロジェクト『大学教員教育研修のための相互

研修型 FD 拠点形成』による、予算的、人的リソース（特定教員、事務補佐員等）の存在が欠

かせないという状況にあった。しかし、特別経費が切られる昨今、おそらくは、その程度の会

費で活動を継続していくことは厳しくなることは目に見えており、何らかの形での予算的・人

的バックアップの継続をどこかに求めていかねばならない状況が眼前に突きつけられている。

その意味で、ここ数年間が、FD ネットワークの体制作りにとっては試金石とも言うべき時期

であり、そこでの試行錯誤の積み重ねによって、一つのエポックがもたらされることになるの

かもしれない。 

 財政面ではますます厳しくなる情勢の下、こうした諸々の動きを支えていくためには、まず

は社会に対して、FD ネットワーク自体の成果をわかりやすく示していくこと、引いては、各

大学の FD の状況、FD の成果をわかりやすく示していくことが求められることになるだろう。

FD 評価の課題は、今回も熱心に議論が展開されたところであるが、さらに、必要に応じて、

今後も議論も積み重ねていく必要があることは、今回の JFDNで再確認できたことである。 

 第 5 回を迎えた今回もまた、ほぼすべての FD ネットワークの代表者が一堂に会する機会を

持てたことは、それを担当してきた者にとっての望外の喜びである。次年度は、特別経費が切

れたことにより、JFDNの参加は、各 FD ネットワークに参加旅費等の負担をお願いせざるを得

ない状況にあるが、それでもこの貴重な会合の継続と発展を期して、次年度もまた企画・実行

を仕掛けていかねばと考えている。そうした苦しい状況のなか、次年度の積極的な参加の心よ

りのお願いも込めて、本 JFDN 後記の最後に、ご多忙のなかを遠方より参集して下さった FD
ネットワークの代表者の方々に記して厚く感謝の意を表しておきたい。また、JFDN の準備に

当たって、細々した点で献身的に動いてくれた、京都大学高等教育研究開発推進センターの若

手スタッフ及び補佐員の方々に、記して感謝の意を表しておきたい。 

（大塚 雄作） 
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北海道大学 高等教育推進��

�� ��

北海道地区FD・SD推進協議会の活動

（平成２３年度）

北海道地区FD・SD推進協議会

����

北海道地区ＦＤ・ＳＤ推進協議会は北海道地区の大学等が連
携・協同し、ＦＤ・ＳＤ及びＴＡＤの推進に係る情報の交換・共有
やプログラムの共同開発を目的とするネットワークです。現在、
北海道内にある53校の大学・短期大学・高等専門学校が加盟し
ています。

加盟校：５３校（高専を含む）

会費：無し

総会

毎年１回

場所：北大

参加人数：40人（23校）

午前
①開催挨拶

北大生涯学習計画研究部門 木村 純

②特別講演

「SPOD及び教職員能力開発拠点におけるSDの実践例」

愛媛大学教育学生支援部次長米澤慎二

③議事

・監事校の再任について

・平成２３年度活動報告

・平成２４年度活動計画

・北海道地区大学職員研究実態調査の実施について

テーマ別セッション

午後
テーマ１：SDにどう取り組むか

テーマ２：学生による授業評価を授業改善にどう役立てるか

テーマ３：教員の教育評価について

時間：２時間

各テーマ10名程度（司会１名）

現状報告でOK（失敗例もOK）
取組無しもOK（情報収集目的での参加OK）

Webを通してFD・SDの共有

各大学で開催されるFD・SD関連の催しを共有
平成２３年度

3月8� �北�学�大学� FD研修会「��プロマ・��シーに�����的�教育改善について」
3月2� �北海道情報大学�FD��ーラム「教職員と学生の協�で��る大学の��」
11月30� �北海道大学� 高等教育��ーラム「研究大学における教育の�改善������ラム改�とFD

�」、「��の高等教育の現状と改善について」の��内
12月8� ����業大学� FD講演会「��ネ��ー��に���れる�ミ���ーショ�能力」�学生の「�す

力」・「��力」・「��する力」を育てる�
2月11� ���大学� �1回054Time��学生交�会 in �大�開催について
12月9-10��北海道大学� �2回北海道大学次��教育ワークショップ
11月21� �北海道大学� 高等教育��ーラム「OISTの�� -�に��的、学�的�大学�を目�して-」
11月9-10��北海道大学� 平成23年度北海道地区大学SD研修「大学職員セミナー」
11月11-12��北海道大学� �19回北海道大学教育ワークショップ
10月19� �北海道大学� 平成23年度北海道地区大学FD・SD推進協議会�会について
10月19� ���大学� FD講演会「愛媛大学のFDの取り組�について」（��）
10月15� �北�大学� FD講演会「��大学における学生FDの取り組�について」
7月30� ���大学� FD研修会「大学における教育評価について」
7月27-2� �北海道大学� 大学�生の��の大学教員�成講�
6月29� ��前大学� FD講演会「�生講�(GSI)�度の��」
6月30� ����業大学� FD講演会「学生の��������の���について」
6月3-4� �北海道大学� �18回北海道大学教育ワークショップ
4月6� �北海道大学� 平成23年度北海道大学�学教育TA研修会

平成24年度の活動計画

初任者教員向けワークショップの開催

中堅教員向けワークショップ「大学教員の業務と教育改
善」の開催

SD研修大学セミナーの開催

SDに係る共同企画に関する研究会の開催

大学職員研修実態調査の実施
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いわて高等教育コンソーシアムにおける
大学間連携ＦＤネットワーク

佐藤洋一
岩手高等教育コンソーシアムFD・SD連携推進委員会委員長

岩手医科大学解剖学講座細胞生物学分野

平成２４年９月５日：

旧体制（平成２０年度～平成２２年度）
教育研究環境基盤整備プロジェクト委員会（５大学委員15名）

人材育成・地域拠点形成プロジェクト委員会（５大学委員12名）

ＳＤプロジェクト委員会（５大学委員６名）

ＦＤプロジェクト委員会（５大学委員10名）

教育の国際化プロジェクト委員会（５大学委員10名）

地域の活性化プロジェクト委員会（５大学委員８名）

地域課題解決プロジェクト委員会（５大学委員10名）

→ 共通キャンパスの整備、他８事業

→ 地域人材育成（岩手学）講座の開設、他３事業

→ S D 研修の共同実施事業

→ F D 研修の共同実施事業

→ 留学生教育の充実、他３事業

→ スポーツユニオン、シニアカレッジ等の実施、他２事業

→ 学生の地域参加プロジェクトの実施、他２事業

13

❖ 上記委員会89名＋各委員会担当
事務職員96名=のべ185名が参画

いわて高等教育コンソーシアムにおける
大学間連携ＦＤネットワーク

岩手医科大学主催の医学教育ワークショップ
「カリキュラムプラニング」[H21.7.17-18] へ連携
校から参加：医大 ← 岩大＆県大

岩手大学主催のFD合宿研修会「学士力の育
成と問題解決型授業の導入」[H21.8.20-21]へ
参加：岩大 ← 医大＆盛大

FD講演会＆勉強会：国立教育政策研究所 川
島啓二氏の講演後に勉強（意見交換）会を実施
[H21.12.18]

FD研究会：京都大学田中毎実氏による話題提
供とＦＤに関する意見交換を実施。 [H22.3.5]

合同FD合宿研修会「学生とともに考える『大学
教育』[H22.8.26-27]

FDキャラバン：岩手県立大学ＦＤワークショップ
への参画
その他

教育力の向上1
FDの共同開催

教育力の向上1
FDの共同開催

大学の背景が様々→おこなっているＦＤ・ＳＤも様々であるが、
実際はどういった違いがあるか、各大学の教職員は認識してい
なかった。

FD/SDの意義：各大学で力点のおかれ方が異なっていた

A) 個々の教員の能力向上
授業・実習の工夫
コース設計と評価

B) 教育システム構築・運営の改善：教育機関の管理運
営能力の向上
学生のエンドポイント設定
教育コースの改廃
教育におけるPDCAサイクル
卒前教育とインターンシップの連携
教育・研究に必要な資金調達と功利的運用

Action
Operation

Tactics
Strategy

What is the target of FD?

教育力の向上1
FDの共同開催

そもそも５大学のミッションが異なっているので、ＦＤ・ＳＤもそれ
にあわせて、大学ごとに異なっていた。

Tangible Endpoint: Getting the License (Obligation or 
Ultimate Aim)

Medicine, Dentistry, Pharmaceutics, Nursing, 
Nutrition

e.g.  World Federation for Medical Education

Intangible Endpoint

Economics, Education, Agriculture, Technology 
(Engineering), Information Science

教育力の向上2
特色ある講義の設定

iHECの教員資産は、補完関係にある

大学のH22年度開講科目の中から

特色ある講義として35科目を選定し、

他大学の聴講を促す

→リベラルアーツの充実を企図

to improve and enhance liberal arts courses
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教育力の向上3
学生の地域参加型プロジェクト支援

以下の5件を採択し、支援した

岩手医科大学医学部（3年他20名）「地域医療の実態調査 〜医療
系大学の学生の視点から〜」

岩手県立大学社会福祉学部（4年他5名）「STEP（ステップ）」（発達障
害児への支援活動）

岩手県立大学総合政策学部（4年他5名）「大学生の参加による観光
資源を活用した地域経済活性化のための研究」← IBCニュースエコ
ー「岩手をほっとけない！」コーナーで放映 [H21.10.22]

岩手県立大学社会福祉学部（3年他6名）「光るどろだんご作り指導
者養成講座」（高齢者と保育者対象）

岩手県立大学社会福祉学部（4年他5名）「地域勉強会 〜ホームレス
支援ボランティアから感じたもの〜」

教育力の向上3
学生の地域参加型プロジェクト支援

5大学学長および教職員の前で成果発表

学生の発想とエネルギーに教職員は圧倒された

自発性こそ、活動の源！

その場で、学長に「継続的支援」を陳情

反省点

熱心な教員のオルガナイズが無いと、機能しない

大学間をまたいだプロジェクトは、自然発生的には生まれ
ない

補助金終了後の支援体制に不安

新・実施体制（2011年度～）

単位互換・高大連携推進委員会

ＦＤ・ＳＤ連携推進委員会

地域研究推進委員会

地域人材育成推進委員会

単位互換の推進、遠隔講義の活用、高校生向け分野別講座、ウィンタ
ーセッション等

ＦＤ・ＳＤの協同開催、ＦＤ・ＳＤの情報共有等

地域文化（平泉・賢治）研究、地域スポーツの振興・研究、生涯学習の
場の提供等

地域リーダー育成プログラムの開発・推進、コア科目（いわて学な
ど）の開国、展開科目（国際教養科目など）の開講、国際交流の連携、
学生による地域活性化活動の推進、地域医療・福祉の向上

いわて高等教育コンソーシアムにおける
大学間連携ＦＤネットワーク

基盤整備は補助金でおこなった
Infrastructure：Grant from Gov.
事業継続に必要な資金は各大学
持ち寄りで
Essential operations: financial 
support from each Univ.

3.11
長時間続いた揺れ long earthquake
机から叩き落ちた顕微鏡 jumping microscope

停電 真っ暗な中に灯る非常用電源に群がる学生、住民
blackout and emergency electric powere

静まりかえった街 silent city

コンビニやスーパーで整然と並ぶ住民 peoples in order
ラジオで想像するしかなかった津波 radio news of Tsunami

電源復旧とともに画面で見た被害の甚大
さに唖然 terrible scene in TV

復興が進むところは…

「結い」が機能し
ているところ

Mutual cooperation in the shortage

人手不足、物不足の中でおこなわれる、小集落における共同作業制度
相互扶助の精神の上に成り立っている

高等教育機関ができることは何か？

1) 被災地の住民の支援
医療
メンタルヘルス
食事
教育

2) 地域を担う中核的人材育成事業

3) 産学連携による起業・地場産業育成

医学部・歯学部・薬学部

看護学部

栄養学部

教育学部、文学部

経済学部、農学部、工学部

各大学は発災後、すぐさま数々の取り組みをスタート
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高等教育機関ができることは何か？

各大学は発災後、すぐさま数々の取り組みをスタート

ただし、コンソとしてはすぐに対応できなかった。

5大学学長宣言（6月15日)

当面の活動
高校生への支援
沿岸復興：学生ボランティアや調査研究
復興を担う人材育成：教育プログラムの開発

展望
「地域の知の拠点」形成
「復興を担う人材育成」の推進

高等教育機関ができることは何か？

平成23年度文部科学省「大学等における地域
復興のためのセンター的機能整備事業」に採択
事業名：いわての教育及びコミュニティ形成復
興支援事業（2011-2017）
学校・応急仮設住宅におけるコミュニティ形成と子ども
支援事業（いわてGINGA-NET）
地域を担う中核的人材育成事業（いわて高等教育コンソ
ーシアム）

地域復興を担う中核的人材育成プラン

1. テレビ会議システムを活用した沿岸地域の高校

生への進学案内

2. 大学生ボランティアによる沿岸地域の高校生へ

の学習支援

3. 被災地の中高生に向けた進学相談、大学見学

大学進学支援 to facilitate admission rate

地域復興を担う中核的人材育成プラン

地域課題解決プロジェクトのテーマを「震
災復興」として公募

＊登録者数

→ 岩手大51、県立大46、医科大2、富
士大45、盛岡大16、計160名

＊事前研修：12月10日＆11日

→ 岩手山青少年交流の家：97名参加

＊ボランティア活動：12月17日＆18日

→ 釜石：43名、45名

→ 宮古：14名、8名

＊ボランティア活動：１月８日＆９日

→ 陸前高田：32名、40名

ずなプロジェクト（学生ボランティア）

※ 国立大学協会：平成23年度震災復興・
日本再生支援事業「小中高校生及び仮設

住宅者への『絆』支援事業」

地域復興を担う中核的人材育成プラン
きずな プロ ジ ェ ク ト （学生ボランティア）

大学生ボランティアによる沿岸地域高校生への学習支援

釜石市教育センター：NPO法人キッズドア主催「高校進学準備ゼミ」
（1/22〜3/4）

［大槌町上町ふれあいセンター：NPO法人カタリバ主催「コラボスクール大
槌臨学舎」］

→ 1月22日：釜石へ７名（岩大４、県大２、盛大１）

→ 1月29日：釜石へ４名（岩大４）

復興へ向けてのコンソーシアムの活動

まずは、教育支援と人材育成

被災地は

学生にとっては、最良のインターンシップの場

教職員にとっては、専門知識・技能の実践の場

「助けてあげる」ということではなく、「そこで育てて頂く」という姿勢が求められるであろう。

復興事業は一方的支援ではなく、共同作業。
まさしく「結い」である！
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東北大学における
教育関係共同利用拠点の

活動と課題

杉本 和弘
東北大学高等教育開発推進センター

FDネットワーク代表者会議
２０１２年９月５日（水）＠京都大学・芝蘭会館別館

教育関係共同利用拠点
「国際連携を活用した大学教育力開発の支援拠点」

2010年3月活動開始

全国の国公私立大学に
おける組織的な教育改
善・向上に寄与

キャリアステージに対応
した専門性開発プログラ
ム（PDP）の開発

海外大学（米加豪）との

連携を通してプログラム
を開発・提供

実施体制

大学教育支援センター

センター長・プログラ
ム開発部門長

羽田貴史

副センター長 鈴木俊明

調査研究部門長 杉本和弘

プログラム実施部門
長

芳賀 満

研究開発員 佐藤万知

研究開発員 立石慎治

研究開発員 今野文子

事務室
稲田ゆき乃
斎藤ゆう

その他研究開発員・
共同研究員

23名

平成23年度PDPの取組内容（１）

PDプログラムの開発と提供

PDプログラム構造の見直し

特色ある教養教育内容開発： 5研究科・部局で
9科目を開発

部局プロフェッショナル・ディベロップメント開発：
4部局のPDプログラム開発

52のセミナー・ワークショップを企画・開催

動画化の推進

PDプログラムへの参加者総数：1,563名

平成23年度PDPの取組内容（２）

キャリアステージに応じたプログラムの開発

① 大学教員準備プログラム（PFFP）
東北大学博士課程後期以上の大学院生、新任
教員対象。大学教育の基礎を学び、UCバーク
レーもしくはメルボルン大学で研修。

PFFPに関する研究会の開催：情報収集と議論
（H23年7月2日）

18名参加（新任教員3名＋院生・ポスドク15名）

オリエンテーション、授業基礎論、英語で授業、
マイクロティーチング、米豪の高等教育、海外集
中コース、報告会（H23年11月～H24年3月）

平成23年度PDPの取組内容（３）

② 大学教育マネジメント人材育成プログラム
（EMLP）

各機関レベルで教育改革・改善を担うマネジメン
ト人材を育成。クィーンズ大学で研修。

プログラム内容等に関する打合せ
（H24年5月、クィーンズ大学）

４つのステップ（H23年9月～H24年3月）

学外者7名を含む11名参加。

③ 大学職員能力開発プログラム（SDP）
大学職員の教育企画力や学習支援力を開発・育
成。H24年2月に「教育企画力」セミナーを開催。
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平成24年度PDPの全体像（１）

１

平成24年度PDPの全体像（２）

キャリア別プログラム：

主題別プログラム：14セミナー・ワークショップ

単独セミナー、動画配信

他大学との連携推進（平成24年度）

豪州首相日本対象教育支援プロ
グラム

豪州大学調査の実施（H24年6月）

東北大学国際教育院（IIE）との共

催セミナー、福島大学・山形大学
でのセミナー開催（H24年9月10～
12日）

愛媛大学東北支援プログラム

大学職員のための業務改善・企
画力養成講座（H24年11月）

調査研究の推進と成果の発信

プログラム開発を支える調査研究
大学教員調査、大学教授資格調査

初修外国語学習調査

国内外PFFP調査

大学管理職調査

教育マネジメント・IR調査

アカデミック・インテグリティ調査

研究成果の還元・発信
センター紀要、高等教育ライ
ブラリ、PDブックレット等の刊行

今後の課題

学内外における認知と部局との協働

開発プログラムの成果検証と内容充実

プログラムの実施後、参加者アンケートを実施

関係者による外部評価の実施

評価結果に基づいて、プログラムの内容（構成要
素）充実

履修証明プログラムへの展開
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FDネットワーク代表者会議

FDネットワーク“つばさ”

現状・課題・評価

2012年9月5日

山形大学 教育開発連携支援センター

小田隆治

「ＦＤネットワーク“つばさ”」

◆北海道・東北・関東の主に私立の大学・短大そして高専
を対象。

◆2008年（平成20年）3月に設立し、４年半が経過する。

◆当初、参加校は34校でスタートし、その後順調に増加し、
現在４９校となる。

「ＦＤネットワーク“つばさ”」の活動

■6月11日 第7回 FD協議会

■前・後期 統一フォーマットによる「授業評価アンケート」

■8月24日 FDワークショップ

■8月29～30日、30～31日 FD合宿セミナー

■9月3日 学生FD会議

■9月9日 大学間連携SD研修会

■2月11日 第8回 FD協議会

■2月末日 「研究年報」の発行

■通年 「ホームページ」の作成と公開

平成22年度「ＦＤネットワーク“つばさ”」の活動（１）

「FD協議会」の開催

○第７回ＦＤ協議会

・平成２３年６月１１日(土)
・山形大学

・２９校、４７名参加

○第6回ＦＤ協議会

・平成２４年２月１１日(土）

・東京家政学院大学

・２５校、５７名参加

「第７回FD協議会」の第二部：

FDワークショップ「震災時の学生支援について」

■６班でグループディスカッション、全体発表

■課題： ①震災時に自分はどうしていたか

②震災時の組織的な対応はどうあったか

③震災時に組織はこれからどう対応したらいいか

■ワークショップの評価：４．７４(高い満足度）（ポストアンケートによる）
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「第８回FD協議会」の第二部：

FDワークショップ「震災時の学生支援について」

■５つのテーマを７班でグループディスカッション、全体発表

■テーマ： ①学生主体型授業とFD
②授業評価のあり方

③短期大学とFD
④医療系大学とFD
⑤SDのあり方

■ワークショップの評価：４．８３(高い満足度）（ポストアンケートによる）

平成２３年度「ＦＤネットワーク“つばさ”」の活動（2）

統一フォーマット（山形大学方式）による

「授業改善アンケート」

■北海道から関東までの大学・短大・高専１５校

■合計：２５.３万枚（山形大学５.３万枚を含む）

■コストは５.８円／枚（用紙代+処理作業代）

平成２３年度「ＦＤネットワーク“つばさ”」の活動（3）

山形大学「第１１回FD合宿セミナー」

■平成２３年８月２９日(月)～３１日(水)

■１泊２日の合宿を２回実施

■授業設計、シラバスの作成、コーチング、プレゼンテーション

■全国３１大学等、６５名（山形大学２６名含む）の参加

平成２３年度「ＦＤネットワーク“つばさ”」の活動（４）

山形大学「第１３回FDワークショップ」

■平成２３年８月２４日(水)１０時～１６時半

■基調講演：「先生方、授業するのは楽しいですか？」

滋賀県立大学 倉茂好匡 教授

■ラウンドテーブル：①「基盤教育における地域連携型授業の展開」

②東日本大震災と大学教育

③大学生活を学生・教育・職員で語ろう

■全国２８大学等、７１名（山形大学４０名含む）の参加

平成２３年度「ＦＤネットワーク“つばさ”」の活動（５）

「学生FD会議」

■平成２３年９月３日(土)１３時半～１８時

■会場：山形大学

■テーマ：「東日本大震災とわたしたち」

■北海道から岡山まで１８大学等、

６４名の参加（学生３９名を含む）

■ワークショップの評価：３．５２(４段階評価）（高い満足度）（ポストアンケート

による）

平成２３年度「ＦＤネットワーク“つばさ”」の活動（６）

「大学間連携SD研修会」

■平成２３年９月９日(金)９時半～１８時

■テーマ：「ケース・スタディによる大学事務改善」

■北海道から鹿児島まで３５大学等と国立がん研究センター、６８名
の参加

■ワークショップの評価：４．５(高い満足度）（ポストアンケートによる）
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現状：昨年と変わらない

○コストパフォーマンスが高くなるように設計し、実
際、限られた人材と予算の中で高い成果を出してい
ると自負している。

○山形大学中心からの脱却を図るために、協議会
を首都圏で開催した。

課題：昨年の課題は解決したか
１ ・担当職員の部署の移動が心配。

・経験を積んだ３年任期の事務補佐員の退職が心配。

心配が現実のものとなる。課長以下全員が移動となる。

２ ・これからも２月には関東圏の大学で協議会を開催したいが、引き受けてくれる大
学探しに困っている。

昨年は乗り切ったが、これからも心配は続く。

３ ・専門分野による分科会を設置したいと考えているが、

・ニーズはあるが、実際には動かない。

・逼迫したニーズではないようだ。

専門分野のラウンドテーブルを開催した。

FDの評価（考えていること）

○FDネットワークによって、情報交換や啓蒙は急速に進んでいる。

○FDネットワークによって、教育情報の公開・共有は進んでいる。

○FDネットワークの各種事業は、高い評価を得ている。

○FDのマンネリ化は否めない。

○大学の中で頻繁に開催されるようになった講習会（ハラスメント、
男女共同参画・・・）の中のone of themになっている恐れがある。

○FDネットワークによって、各大学等の教育がどれほどよくなっている
かは分からない。

fin.
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障害者高等教育拠点
－聴覚・視覚障害学生のイコールアクセスを保障する

教育支援ハブの構築－

筑波技術大学
障害者高等教育研究支援センター

石 田 久 之

12012/09/05 JFDN 京都大学 2

教育コンテンツの開発

• 聴覚障害学生

– ろう者学(Deaf Studies)、英語、アメリカ手
話
• Academic adviser(英語)配置等の体制整備

• 視覚障害学生

– スポーツ教育
• Adapted sports coordinatorの養成

3

デフ・スタディーズ

• 聴覚障害学生のエンパワメントにおける『デフ・ス
タディーズ』指導の意義

デフ・スタディーズ：先人の知識・知恵の集大成として、
成長過程において問題解決策を講じる際など、エンパワメ
ントに必要なリソース。

福祉の授業などで健聴学生にも使える。

単位互換を見据え、コンソーシアムや放送大学と提携して
はどうか。

ろう者がアイデンティティを持つことは大事だが、自分だ
けが知っているという状況はかえって孤立感を産むような
心理も生じる。「友達も一緒に学んでいる」といった教材
になると面白い。

4

アカデミック・アドバイス

• 『アカデミック・アドバイス提供』に関する高等教
育機関のニーズについて

聴覚障害学生の語学教育の充実化に向けて必要。

英語の指導については、学生・教員ともに困っているとい
う話をたくさん聞く。色々な事例を共有して、新しい方法
と結び付けるようになればよいと思う。

ノートテイクの情報保障が付いているが、スペルの分から
ない単語を聞いてカタカナで書いているのはよいだろうか。
→ 英語を聞いて英語の要約を行う支援者の養成は検討す
る必要がある。

5

アダプテッド・スポーツ・
コーディネーター

• 体育・スポーツ活動に関する教育的支援の充実が目
的

体育授業に関する相談・助言を行える視覚障害者スポーツ
の専門家の養成。

視覚障害者スポーツやそれらの指導法についての研修会な
どの情報提供。

大学に合った支援内容についての相談・助言（個別対応ま
たは健常学生と混在しての授業運営、既存の施設・用具の
活用など）。

6
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多面的な評価

• 例えば、障害学生がいるクラスの研修授業
障害学生が在籍する大学は多いが、多分、研修授業はあま
りない

特別な授業になる → 情報保障

ノートテイク、点字・拡大資料

特別でない授業 → 多様なコミュニケーション法、共同
作業による課題解決

個別性の重視

• 障害学生、健常学生それぞれの受け取り方

• 教員の自己評価、学生評価、支援学生の評価

7
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看護学教育研究共同利⽤拠点の
現況と課題

千葉⼤学⼤学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター
北 池 正 遠藤 和⼦ 鈴⽊ 友⼦

看護学教育研究共同利⽤拠点
看護実践研究指導センター組織図

国⽴⼤学法⼈千葉⼤学

⼤学院看護学研究科

附属看護実践研究指導センター

看護学専攻(博⼠前期課程・博⼠後期課程)

看護システム管理学専攻(修⼠課程)

看護学部

ケア開発研究部

政策・教育開発研究部

認定看護師教育課程(乳がん看護)

プロジェクト

センター運営協議会

センター運営委員会

看護系⼤学の教員を対象にしたFD ⼤学病院の看護職を対象にしたSD

受講者数 教育－研究－実践をつなぐ組織変⾰型看護職育成⽀援プログラムの開発

－ 268 － － 269 －
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事業
フェーズ

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発フェーズ 大学間共同活用体制の構築と展開フェーズ

実施年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

具体的
内容

マザーマップ
看護系大学教員に求
められる能力の明確
化

ＦＤマザーマップ開発
ＦＤマザーマップを複
数大学で試用

・ＦＤマザーマップの活用ガイドラインを作成
・基幹校を中心にＦＤマザーマップ活用に向け
た職位別研修を実施

FDプランニング支援
データベース

現状のＦＤプログラム
の実態調査（国内）

各看護系大学のもつＦ
Ｄに関する人的・物的
資源の情報をFDマザ
ーマップに組み込み、
データベース化する

基幹校を中心にＦＤマザーマップの大学間共
同活用システムを整備

専門家会議
情報発信

教員の能力を発展さ
せるためにより強化す
べきＦＤを検討

ＦＤ先進地域（米国・英
国）の現地調査および
専門家会議

各大学が相互に活用
可能なＦＤの企画・実
施・評価支援システム
構築を検討

・FDマザーマップの試
用後の効果の検証
・国際発信の準備

ＦＤマザーマップを活用した看護教員の能力
開発に関する情報を国際発信する

開発準備 開発 試用 �� 実用化

開発準備 開発準備 開発・試用 活用
�����

システム検討

全国に公開

検討・検証・�の��・国際発信準備 国際
シン���ム

成果の情報発信

�����の
現状調査

看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発と⼤学間共同活⽤の促進

プログラム

・基調�� 大学教育の��とFDマップ
�� ��
国�教育��研����教育研����研��、����教育開発�会会�、大学教育学会���事、�年�教育学会�事

・������������������������������������������������F�������D������������������D�����������������
����������� ����������D������F���

D������������������������������������D�����������������������������������������������

・������������������������������������������������F�������D���������������������������F����������������
��������D��������������D������F���
����������������������������D�����������������������������������������������

・看護学教育におけるFDマザーマップの開発
�� �
看護実�研����ンター�

看護学教育におけるFDマザーマップの開発キックオフ講演会
2011年6⽉28⽇

看護実践研究指導センター ホームページ

従来は、⼤学院看護学研究科ホーム
ページの中で、センターの紹介を
数ページのみで⾏っていた。

↓

平成22年9⽉にセンターの独⽴した
ホームページを開設。

・更新回数…35回
・センターと研修の概要、
研修⽣の募集だけではなく、
センターの活動の状況が
リアルタイムにわかるように
構成。

看護実践研究指導センター 発⾏物

発⾏部数1,000部

パンフレット ニュースレター

発⾏部数600部

主な配布先
・研修⽣
・講師
・看護系⼤学等関連機関

看護実践研究指導センター データベース

センターのホームページから
データベースに簡単にアクセス可能。

教育―研究―実践をつなぐ
組織変⾰型看護職育成⽀援データベース

センター創⽴30周年記念誌 2012年3⽉

－ 270 － － 271 －
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大学コンソーシアム石川（ＵＣＩ）

FD・SD活動の展�

���ッ��ー����会�

����年����

大学コンソーシアム石川教職員研修専門部会

�部会� � �（�����学��大学�大学）

部会� �� �（��大学）

概 要

【現況と課題】

（１）大学コンソーシアム石川の組織と活動拠点

（２）FD・SD事業の実施主体（教職員研修専門部会）

（３）これまでの実績

（４）今年度の事業実施と計画

（５）新たな試みほか

【FD・SD事業の評価】

（６）FD・SD事業の評価のあり方

（７）今後の展望ほか
1

現況と課題

2

（1-1）一般社団法人大学コンソーシアム石川組織図

3

（1-2）大学コンソーシアム石川（ＵＣＩ）
参加高等教育機関 ２０

4

（1-3）ＵＣＩ 参加機関マップ

5

－ 272 － － 273 －
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（1-4）ＵＣＩの活動拠点
• 石川県政記念しいのき

迎賓館（セミナールーム）

• 石川四高記念文化

交流館（多目的利用室）

6

（2）UCI教職員研修専門部会

2012年4月～（従来の委員会から部会に昇格）

教職員研修専門部会

（加盟全機関から教員1名・職員1名が参加）

部会長：青野 透（金沢大学）

副部会長：川上正文（金城大学）

副部会長：林 透（北陸先端科学技術大学院大学）

※5月中旬に第1回部会を開催。

同部会の下に、FD企画委員会、SD企画委員会

7

（3-1）FD・SD事業実績（実施件数・参加者数）

2008-2011年度

8

0

1

2
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7

8

9

10

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

FD事業（件数）

SD事業（件数）

0

50

100
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200

250

300

350

400

450

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

FD事業（参加者数）

SD事業（参加者数）

テレビ会議利用者数

（内数）

• 県郊外の大学（石川県立看護大、金城大、金沢学院大、小松短大、北陸先端大）
による利用が通例化。

• 研修会1回当たり10名前後参加する機関も増加傾向。 9

0

2

4

6

8

10

12

14

16

テレビ会議利用機関数（延数）
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

（3-2）FD・SD事業実績（テレビ会議
利用機関数） 2009-2012年度

（注）2012年度は2012年7月現在の数字。

��� � � ���� ����

�� ����������������������������������
�����������
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���
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���

�����������
��������������������������

��������������������

〃 ���

(3-3)2011年度事業実績

10

11

(3-4)FD・SD事業の効果の一例

11

2011年度

第5回FD・SD研修会（10月21�（金） 18：00～19：30 TV会議4�）

�学��果を��した学���教�の��に向��

～�����ム���ー（CP）・��������ー（DP）��の

た�の�レーム�ー��は～�

��：��大学大学教���機� 川���� 教�

⇒北陸先端大 大学院教�����テ��セ��ー、金沢大 大学
教�開�・��セ��ー�催�開催。

⇒�のセミナーを�機に、北陸先端大

�は3�の���ー��の議�が

前�（2012年3月��）。

－ 272 － － 273 －
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(3-5)他の大学コンソーシアムへの
ノウハウの提供

第８回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム

（2011年9月11日熊本学園大学）

★分科会４

大学間連携によって進めるＦＤ・ＳＤの実効化

金沢大学 青野透 教授
「夜間開催とテレビ会議システム活用による

連携ＦＤ・ＳＤの試み」と題して報告

12

（4-1）２０１２年度事業実績（１）

第１回FD・SD研修会（6月8日（金） 18：00～19：30 TV会議3�）

「ソフトウ�ア��管理���ー」

��：石川県����部�報政�� ���� ����

第２回FD・SD研修会（6月15日（金） 18：00～20：00 TV会議3�）

「�ー�ライフ�ランスの実現に��て」

��：（�）�レ経営研究�

���� �イ�ーシテ���ー�ライフ�ランス部�

⇒地元自治体（石川県）���年度��の�った

テー�の実現�
13

（4-1）２０１２年度事業実績（２）

第３回FD・SD研修会（7月20日（金） 18：00～20：00 TV会議2�）

「研究活�化と��ー�・ア���ストレーター」

��：金沢大学��科学・イノベーション�進機�

�� ��� ��ー�・ア���ストレーター

第４回FD・SD研修会（8月30日（�） 18：00～20：00）
「今�め��る��的な�部�金����

���者����者の�����る�」

��：�治大学研究�進部��研究��事��

���� 事��

⇒�����な�った研究活���と��

テー�の実現�
14

（4-2）２０１２年度事業実績（３）
大学経営人材養成合宿研修（8月4日（�）～5日（日））

「大学��としての自分���め�他人に学���」

北陸地区・中部地区・��地区��教��18����

KJ�による��化と�����

「大学業�の��化」と「大学業�に関�る��や���

の��の��」

⇒大学教��の�の学�・成�と大学��体の自�

15

（4-3）2012年度事業 今後の予定

第�回��・��研修会（�月��日（�） ��：��～��：��）
「高等教育機関�����者��に��������

～��科�の経��もとに～ 」
��：��教育大学教�大学� �� �� 教授

第�回��・��研修会（�月��日���� ��：��～��：��）
「����の教育現��の活用に��て」
��：�ー�ッ�・ジ��ン��会� �� 大� �

�の���学����高等教育政�の�新��な��
テー�に研修会���・��フォーラム�開催予定�

16

（５）地元自治体や関係学会との
タイアップ戦略（新たな試み）

• 地元自治体（石川県）とのジョイントイベント実現

⇒第1回～第2回FD・SD研修会

• 大学行政管理学会中部・北陸地区研究会との
継続的連携（後継者育成も含めて）

⇒大学経営人材養成合宿研修

17

関係学会

地元
自治体

高等教育
機関

大学コン
ソーシア
ム石川

－ 274 － － 275 －
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FD・SD事業の評価

18

（6-1）FD・SD事業の評価のあり方
【現状の方策】

• 年度初めと年度末の部会での各委員からの要
望聴取、意見交換。

• 各イベントのアンケート結果集計と加盟機関へ
のフィードバック。

• SD活動・ニーズアンケート（2010）、FD活動・ニー
ズアンケート（2012）の実施。

⇒コンソーシアム事業としての評価はできている。

⇒当該FD・SD事業の加盟機関の教育研究活動等
への貢献度の評価は今後の課題

19

（6-2）委員からの意見

• 地域を挙げて、いしかわの学生を底上げできる
ような取組を行うべき。

• 新任教員、職員の研修の実施・慣例化

• 加盟機関の教育実践のグットプラクティスを掘
り起こし、紹介してほしい。

• 学生も参加できるような企画実施

• 個別大学で実施できない研修機会の提供

20

（6-2）FD活動・ニーズアンケートから

• 若手教員（又は中堅教員）同士の交流機会提供

• 時機に合ったテーマ設定と機会提供

• 希望する具体的テーマ

初年次教育実践

発達障害学生支援

高等教育政策に関する情報提供

効果的な授業実践の紹介 ほか

• FD・SD研修会開催日時（時間帯）の再検討
21

（7）今後の展望ほか
●FD・SD事業のプログラム化

●「大規模大学から小規模大学へ」という資源共有
意識の醸成
⇒FD活動・ニーズアンケート等を踏まえたメニュー
の再整理。

⇒加盟機関内の人的資源をリストアップ。
⇒コアメンバーの強化
⇒共通化できるテーマの更なる掘り起こし、実践

●多様な関係者が集う場としてのコンソーシアムの
充実

22

ご清聴いただき
ありがとうございます

23

－ 274 － － 275 －
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福井県学習コミュニティ
推進協議会（Ｆレックス）

福井県立大学

学術教養センター

山川 修

Fレックスとは

2

• 「学習コミュニティ」をキイ
ワードに平成２０年度か
ら連携を開始

• Fukui LEarning
Community 
ConSortium(F-LECCS)

• 福井県は恐竜が有名，
Ｔ-Rexからのもじり

– Tレックス→Fレックス

2

Ｆレックスの目標

継続的な大学連携基盤の構築
（人のネットワーク・ICTシステム）

大学間連携による
大学教育の改善と改革の推進

学習コミュニティによる大学間および
地域コミュニティの活性化

3

Ｆレックス運営体制

福井県
大学連携リーグ

福井県
学習コミュニティ
推進協議会
（Ｆレックス）

基盤チーム ＦＤチーム 学習チーム

評価委員会

チーム

WG

定常的
全体的
活動

定期的
部分的
活動

事務局

LT会・RT会
WG

キャリア教育
WG

IR
分析WG

コンテンツ作成
WG

地域チーム

44

5

ＦＤチームの目標 (3年間)

「相互研修型FDの推進」を基調

– 【各校のFD活動】各教育機関における、実情に応じたFD
活動の独自の創造的な展開

– 【協働のFD活動】県内の高等教育機関相互のFD活動の
交流と協働による教育改善活動の推進

– 【他との連携】高等教育機関をとりまく、関係教育機関・
企業・地域との教育改善をめざす連携の追求

– 【FD資料の蓄積】連携機関のFD資料などの蓄積と国内
外の優れたFD活動の調査と紹介

– 【人的連携の環】FD活動推進の人的ネットワークの構築

6

具体的な活動
• 定期的な情報交換

– 月に1回の対面会議を実施

• 合宿研修会

– より深い議論をするために9月に実施。

– キャリア教育、学習評価、ポートフォリオがテーマ

• シンポジウムの実施

– 外部から講師を招きキャリア教育のシンポジウムを12月に実施

• 外部組織との連携

– キャリア教育で、「ふくいキャリアフォーラム実行委」と連携

• 教育改善を目的とする学生意識調査アンケートを継続的に
実施

– 今年度から一部組織では記名式に移行

－ 276 － － 277 －
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7

参加校のFD活動の歴史と現在
参加校 FDの歴史 FDの組織 授業公開 授業アンケート 研修会等 報告書等

他校への企画の
オープン化

福井県立大学
2002年FDワーク

委員会

教育・学習支援

チーム

各部局の裁量で実

施

前期・後期の年2回
実施

講演会、セミナー等

実施
報告書

研修会等（企画者

の裁量による）

福井工業大学
2000年FD推進委

員会
FD推進委員会

授業公開・見学制

度

前期・後期に計年

4(H20-22)シャトル

ノート式 ポートフォ

リオの実施

FDシンポジウム、

各種の研修会の実

施

FDコミュニケーショ

ン4回と報告書

FDシンポジウム、

講演会、などを公

開

仁愛女子短期大

学

2000年4月からFD
委員会

FD委員会
公開授業週間を設

定（公開と参観）

前期・後期に中間

（記述）と期末（ﾏｰｸ

と記述）の年4回実

施

FDｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、各種

研修会の実施

報告書（「仁愛女子

短期大学のＦＤ」)
ＦＤシンポジウム、

講演会

敦賀短期大学
2002年より自己点

検活動として
FD委員会

制度化されていな

いが2009年度より

実施

前期・後期、全科目

実施
実施

専任教員に対し講

義の良い点・悪い

点を調査

まだ取り組んでい

ない

福井高専

2001年に自己点

検・評価委員会とし

て

創造教育開発セン

ター

公開授業週間を設

定，各科年1名の

義務的公開授業

前期・後期の年2回
実施，報告書は学

内のみ公開

各種講演会，研修

会の実施
報告書

FD研修会はFレッ

クスに公開

仁愛大学
2003年に自己点検

委員会として
FD推進委員会 (未実施)

中間調査と学期末

調査

学科内FD研修，講

演会
報告書

学内研修：FD講演

会は学外にもオー

プン

福井大学

(オブザーバー)
2003年に各学部Ｆ

Ｄ委員会として

各学部ＦＤ委員会，

高等教育推進セン

ターＦＤ・教育企画

部門

医学部で実施 各学部で実施

各学部で各種研修

会，ＦＤ講演会等

その他全学的なＦ

Ｄ実施予定

各学部で随時作成

全学的なものは他

校にオープン（一部

学部開催もオープ

ン化）

8

参加校の現状とその特徴

非日常的・イベント的

日常的

制度化 自己組織化

(田中氏の分類による)

Ⅰ型(啓蒙型)
(イベント的・制度化型)

Ⅱ型
(イベント的・自己組織化型)

Ⅳ型(啓蒙型)
(日常的・制度化型)

Ⅲ型(相互研修型)
(日常的・自己組織型)

県立大学

仁愛短大

福井工大

敦賀短大福井高専

仁愛大学

少しずつⅢ型に移行している

福井大学

9

課題

• 「Ｆレックス」と「大学連携リーグ」の融合

– Ｆレックス：ボトムアップ、6校参加

–大学連携リーグ：県主導、8校参加

• さらなる相互研修型ＦＤの推進

– ＦＤを日常的な活動にする

• ティーチングポートフォリオは一つのキッカケになるか

• ＦＤ活動の評価を如何に行うか

10

ＦＤ活動の評価

• 今のところ参加者の感想のみ

–大学連携で実施するＦＤ活動には一定の評価

–ただし評価しているのはＦＤ委員長クラスの教員

• 日常的に教育を語れるコミュニティ作り

–ティーチング・ポートフォリオ

–教育改善を議論するためのデータの提供

• 授業評価、学生意識調査、学習履歴データ

• IRに基づいたCP、DPの検証

－ 276 － － 277 －
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FDネットワーク代表者会議（2012.09.05、京都大学）

「名古屋大学FD・SD 教育改善
支援拠点」の活動と課題

名古屋大学高等教育研究センター

夏目 達也

「FD・SD 教育改善支援拠点」の目的

①大学教員の教育能力および職員の
職業能力の開発・向上を通じて、
教職員の自発的な教育改善の取組
を促進すること。

②中部地域を中心とした各大学に
おける教育・学生支援の質向上を
実現すること。

名古屋大学

高等教育研究センター

FD・SD教育改善支援拠点

□研修企画・実施部門

□研修プログラム・教材開発研究部門

□研修・研究相談部門

□研修指導者養成部門

□広報部門

専門委員会
・センター長
・教員（４名）
・その他

拠点運営委員会
・センター長
・センター教員
・学務部長
・学外有識者（６名）

センター運営委員会

他拠点

FD・SDコンソー
シアム名古屋

FDネットワーク
連絡組織

・POD 
network・ISSOTL
・ICED

海外大学等

関連学協会

執行部

国際FD・SD
ネットワーク

「FD・SD教育改善支援拠点」の活動内容

• 対象者の職位・職務・専門性に対応した
体系的FD・SD プログラムの開発・提供。

• プログラム関連教材の開発・提供。

• 諸外国の拠点大学との連携。
– プログラム・教材開発。

• 国際的FD・SD団体での教職員の研修。

• 国内大学へのFD・SD実施のサポート。
– 講師の派遣、各種支援ツールの提供

「FD・SD教育改善支援拠点」の活動内容

１．FD・SDの教材開発

1.1 FD教材

・『名古屋大学新任教員ハンドブック』

・『Mei­Writing 日本語版：学術論文の書き方入
門』

・ファカルティガイド

・名古屋大学教員のための留学生受入ハンド
ブックのウェブ化

1.2 SD教材

・『大学の教務Q&A』

FD・SDの教材開発

－ 278 － － 279 －
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「FD・SD教育改善支援拠点」の活動内容

２．FD・SDプログラム開発の企画・実施

2.1 「大学教育改革フォーラムin東海2012」の開催

・2012年３月、名古屋大学で開催。参加者237名。

2.2 高等教育研究センター主催セミナー

・「招聘セミナー」等 10回
・「客員教授セミナー」 4回

2.3 教員向け各種セミナー・ワークショップ

・「研究グループを率いるために」

・ワークショップ「英語で教える」 その他

「大学教育改革フォーラムin東海2012」

「FD・SD教育改善支援拠点」の活動内容

2.4 教員向けメンター・プログラム
・個人のニーズに対応したサポートの提供。

【教員メンタープログラムに期待される効果】
– 職務や生活に関して気軽に相談できる相手を得る
– 大学について理解を深める
– 教育研究など職務上必要な知識やスキルを獲得する
– キャリアの展望を考えるきっかけになる
– メンター教員を介してさまざまなネットワークを作る

【メンター教員にとっての意義】
– 新任教員との交流で新しいアイディアや活力。

– 自らの教育研究を振り返り今後のキャリアを考える
きっかけに。

ワーキング・ウーマンパワーアップ会議
本メンタープログラムを表彰

「FD・SD教育改善支援拠点」の活動内容

2.5 大学教員準備プログラム

・大学院の正規科目「大学教員準備講座」
の開講（集中講義）

2.6 海外教職員派遣事業

・POD年次大会（米・アトランタ）に派遣。

2.7 学部学生向け学習支援の各種セミナー
–教養教育院、中央図書館と共催。

– 「レポート書き方講座」「人に伝わる話し方－プレゼ
ンテーション入門」 等

「FD・SD教育改善支援拠点」の活動内容

３．他大学からの利用申請への支援

・協力要請のある大学等にセンター教員を講師
として派遣。

・FD・SD等の各種相談への対応。

４．地域における各種FD・SD情報の提供

・各種情報の提供

–センター・ホームページ、メールマガジン、ニュースレ
ター等

－ 278 － － 279 －
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今後の活動方針・具体的内容
１．FD・SDプログラムの教材開発
＜方針＞

–教職員・学生の多様なニーズの発掘

–多様な職務・ニーズに対応した効果的なプロ
グラムの開発

・学士課程学生向け： アカデミックライティング、
図書館活用

・大学院学生向け： 大学院共通教育、研究支援

・教員向け：専門を軸に研究会ベースで開発

・職員向け：教務研究、ＩＲ研究

今後の活動方針・具体的内容
２．FD・SDプログラム開発の企画・実施
＜方針＞

・教職員のプロフィール・ニーズに応じて、柔軟な形態の
FD・SDを企画・実施。

・集合研修にこだわらず、多様な方法と内容で実施。

2.1 「大学教育改革フォーラムin東海2013」の開催FD・SD
プログラムの開発

2.2 新任教員研修の新プログラムの実施

・従来のプログラムの改訂・実施

2.3 院生・ポスドク向けの学修とキャリア形成の支援

・研究支援プログラム

今後の活動方針・具体的内容

３．その他

・トップマネジメントの研究・調査。

・アカデミック・リーダーシップ研究会

・全国の高等教育研究者との共同研究

・大学経営陣向けリーダーシップ形成のための

研修プログラム・支援ツールの開発

・管理職研究
• 全国の主要大学（東北、京大、広大、愛媛大等）との
共同研究

FD・SD教育改善支援拠点の課題

１．少ないスタッフ数で対応。活動内容に限界か。

・FD・SDの教材開発を活動の中心に位置づける。

・多様なアクターへ共同研究・開発の呼びかけ

２．教職員の多様なニーズの把握

・ニーズは多様であり、つねに変化。把握の努力
を怠ることはできない。

・潜在的なニーズの把握をいかに進めるか。

３．FD・SD拠点の活用のよびかけ

・情報の発信をいかに進めるか。

FD・SD教育改善支援拠点の課題

４．FD・SDの実施主体の形成

・実施主体を積極的に引き受ける機関・アクター
の形成・確保

→ FD・SDは他人任せでは効果を期待できない。

５．開発した教材・プログラムの普及

・いかに多くの大学に活用してもらうか。

・そのために拠点として何が必要なのか。

・活用による教育改善効果の検証

FD・SD教育改善支援拠点の課題

１．拠点同士の共同事業

・管理職調査の実施

・共同研究

２．地域の多様なネットワークとの連携

・地域には、多様なネットワークが存在。

・大学・高等教育限定の必要は必ずしもない。

・ネットワークといかに連携するか。
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岐阜大学

医学教育開発研究セン�ー
Medical Education Development Center (MEDC)

2001 医学教育に関する全国共同利用施設として設置
全国に２か所：岐阜大学、東京医科歯科大学

専任教員６（教授2、准教授２、助教２）

客員教授（日本人、外国人）、専任事務官

2008 大学院開設（医学教育学博士課程）

2010 医学教育全国共同利用拠点として認定
医学教育分野では唯一：岐阜大学のみ

特任助教１名、研究補佐員１名

2011 開設10周年

新しい医学教育の開発研究と普及

医学教育に貢献できる人材育成・FD
国内外の医学教育機関との連携・共同研究

• PBL-Tutorial 教育の進化と普及

• E-Learning system の開発知

• Medical Communication 教育の進化と普及

• Professionalism 教育の開発心

• Simulation 教育の開発

• Teaching & Learning skill の普及技

�����

全国共同利用拠点としての任務

全国�模のFaculty Development 毎年4回開催

「医学教育セミナーとワークショップ」
全国の医療系大学の教員、指導医、医療関係者、学生、模擬患
者などを対象として開催

教育目標：カリキュラムの作り方

教育方法：新しい教育法の導入、地域での教育

指導法：講義、グループ学習指導、臨床現場での指導

評価法：学生評価、教育プログラム評価 etc

医学教育専門家の育成

大学院「医学教育学」 現在6名在籍

医学教育専門家認定制度の構築（日本医学教育学会）

医学教育法の開発・普及
問題基盤型教育（Problem-Based Learning）
医療コミュニケーション教育

プロフェッショナリズム教育

e-Learning（教育用ウェブサイト）

シミュレーション教育（スキルスラボ）

多職種連携教育（医学、歯学、薬学、看護、リハビリ etc）

国際交流

医療英語教育（海外臨床実習）

客員教授の招聘

全国共同利用拠点としての任務

医学教育����と�������
�����������の����5000���
������で開������大学と共�

2009 ��医大

2005 ��医大

2006 ��大

2007 ��大

2005  ��医大

2008 ��医大

2009 ��大

2004 ����大

2003 ��大

2005 ��医大

2007 ��大

2003 ���大

2006 ���
大

2008 大�医大

MEDC

2008 ��大

2010 ��大

2010 ���大

2011 ��大

2012 ��医大

2011 ��大
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�ーク��ップ��者・�スクフ�ース

��� 20

大�・関� 32 ��・関� 140

中部 83

岐阜 119

�� 7

中国・�国 37

��・�� 39

�� �国 ス�ットランド �ラン� マレー�ア

439名 7         5          2          1

�ーク��ップのテーマ・実施回数
回数

0

5

�0

�5

�0

�5

�0

目的：教務事務系職員を対象とした研修会を開催し、学務事
務職員の新しい医学教育に関する理解を深めてもらう事に
より、それぞれの大学における医学教育活動の向上に貢献
する。

主催：国立大学医学部長会議常置委員会

実施大学：岐阜大学医学部／ＭＥＤＣ（第２回～１１回）

2001年開始、年１回開催（第２回～第１１回）

ＳＧＤ：44テーマ

講演・セミナー：47テーマ

延べ参加者数：489人

国公私立大学医学部・歯学部

教務事務職員研修
1. PBLに関する�ーク��ップの開催

• 医学教育開�研�セン�ー主催

• ��教育�関における指導

2. PBLの��に向けた岐阜大学�の��
• ��キ�ラ�の��

• 学生���ンス（指導�）の��

• テ�ー�ー���の��

• 学生テ�ー�ーの試験的導�

3. 新しいPBL：internet PBL

PBLに関する��

テ�トー�アルセミナー（2泊3�、第3回S&W 2001）

テ�トー�アル・�ーク��ップ（1泊2�、第5回S&W 2002）

�うすれ���なるテ�トー�アル教育（2泊3�、第9回S&W 2003）

歯�のPBL�ナ���成（1泊2�、第12回S&W 2004）

歯�のPBL�ナ���成（1泊2�、第16回S&W 2005）

PBL�ナ��と学習��（1泊2�、第17回S&W 2005）

PBL revisited: ��に立���う（2泊3�、第21回S&W 2006）

�学教育におけるPBL導�の��（1泊2�、第27回S&W 2008）

��型PBL­テ�トー�アル教育（1泊2�、第28回S&W 2008）

PBL meets simulation テ�トー�アル教育の��をめ�して（1泊2�、第29回S&W 2008）

協�学習とe­learning: �ンラ�ンPBLを���ンして�よう（1泊2�、第33回S&W 2009）

PBLにおける学生��（1泊2�、第35回S&W 2010）

PBLの学��を学�（1泊2�、第37回S&W 2010）

PBLに関する�ーク��ップの開催
Simulated Patient の育成

• 専門的なトレーニングを受けた市民ボランティアの協力

• 医療面接を実際に行い、その後、学生にフィードバック

学生同士、模擬患者、教員から

１、2年生の体験型授業への協力

実技試験OSCE（４年生）：初級編

臨床実習中のスキルアップ（5年生）：中級〜上級編

• 全国100以上の模擬患者団体との連携

• 模擬患者育成指導者の養成

－ 282 － － 283 －
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海外では行動科学を核としたプロフェッショナリズム教育が医学
部の養成期間（４～６年間）を通じて行われるのが一般化

技能・態度面の教育アウトカムとして、プロフェッショナリズムに
注目が集中

ふり返りする専門家（ reflective practitioner ）
ふりかえりの重要なツールとしてのポートフォリオ

岐阜大学：初期体験実習、地域体験実習（１年生）

PBLガイダンス（能動学習、生涯学習）（２，３年生）

医師・患者関係（３年生）

臨床実習入門（４年生）

医療面接実習（５年生）

プロフェッショナリズム教育 シミュレーション医学教育

しっかりした準備教育を行ってから臨床現場に立ってほしいとい
う社会的ニーズを満たすものとして、近年、急速に発展

1. シミュレーション教育に関するワークショップ

2. 日本Model & Simulation 医学教育研究会設立

3. シミュレーション動画教材

4. e­Learning システムの構築

5. スキルスラボの整備

6. 教育プログラム開発

医学生の国際交流支援教育プログラム
国際的視野をもった医療人を育成するために、海外臨床実習はまたとない
機会であり、多くの学生が参加できる準備教育を構築しつつある。

国際交流

日 � ト�ックス �ク��イズ � 師

第1回 5月14日 オリ�ンテーション：海外実習��を�す
��／��／��／

��／��

第2回 6月4日 イントロダクション：海外実習に��る��
化、��、��的な��

��に��スカッション Barton／若林���

第3回 6月11日 医療面接1 ロールプレイ Baton／若林��部

第4回 6月25日 医療面接2 ロールプレイ Barton／若林

第5回 7月2日 �ースプレ�ンテーション1 �ースプレ�ンテーション Lefor／若林

第6回 7月16日 �ースプレ�ンテーション2 �ースプレ�ンテーション
Lefor（Skype�／若

林

第7回 10月1日 �������� ��� ��／��／��

第8回 10月15日 医療面接と臨床�� ロールプレイ�PBL Deshpande

第9回 10月29日 �ースプレ�ンテーションを�本から
プレ�ンテーション���スカッ

ション
若林

��Ⅰ 11月12日 医療面接 ～習って�れ�う～ SPとロールプレイ�フ�ー��ック 若林���

第10回 12月3日 �ースプレ�ンテーション3 プレ�ンテーション���スカッ
ション

Alan Lefor

第11回 12月10日 �������������� SPとロールプレイ�PBL Deshpande

第12回 12月17日 �整中 PBL�フリートーク Evans

����教�

成�報告・��

医学教育セミナーと
ワークショップ報告書
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2012 FDネットワーク代表者会議

全国私立大学
FD連携フォーラムの取組

立命館大学 � ��

5th, Sep., 2012

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

代表幹事校： 立命館大学
幹 事 校： 関西大学、関西学院大学、慶應義塾大学、中央大学、同志社大学、法
政大学、明治大学、立教大学、早稲田大学
会 員 校： 愛知大学、青山学院大学、神奈川大学、北里大学、九州産業大学、京
都産業大学、甲南大学、國學院大学、国士舘大学、芝浦工業大学、創価大学、中部大
学、帝京大学、東京農業大学、東北学院大学、名城大学、日本大学、明星大学、龍谷
大学 （50音順）

加盟は25大学（2012年5月時点）、総会未承認を含めると29大学

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

設立目的 ： 全国の中規模以上の私立大
学が連携してFD（ファカルティ・ディベロップ
メント）を推進することにより、日本の新しい
「高等教育の質保証」標準を目指す。
内 容 ：
・FDに関わる取組や研究の共同開発・実施
・FDに関わる教材・資料・情報の提供・共有
・全国への情報発信（ホームページの作成、
広報誌の発行など）
・その他、設立目的を達成するために必要
な活動

大学名 入会年月日 総会での確認
2012.5時点学生数

(院生を除く）

1 関西大学 2008年度総会 28�071
2 ������ 2008年度総会 23�116
3 2008年12月6日 2008年度総会 28�844
4 中央大学 2008年11月11日 2008年度総会 25�329
5 同志社大学 2008年12月6日 2008年度総会 26�176
6 法政大学 2008年12月6日 2008年度総会 27�436
7 明治大学 2008年12月6日 2008年度総会 29�861
8 立教大学 2008年11月25日 2008年度総会 19�469
9 立命館大学 2008年12月6日 2008年度総会 32�524
10 早稲田大学 2008年12月6日 2008年度総会 43�974
11 ������ 2008年12月26日 2009年度総会 18�379
12 神奈川大学 2009年度総会 18�693
13 京都産業大学 2009年2月6日 2009年度総会 12�970

14 甲南大学 2009年度総会 9�215
15 2009年3月5日 2009年度総会 12�144
16 名城大学 2009年度総会 15�136
17 北里大学 2010年5月14日 2010年度総会 7�970

18 國學院大學 2010年4月26日 2010年度総会 10�382

19 国士舘大学 2009年11月1日 2010年度総会 13�508
20 芝浦工業大学 2010年度総会 7�511
21 創価大学 2010年5月11日 2010年度総会 7�786
22 ������ 2009年6月1日 2010年度総会 11�928
23 帝京大学 2010年7月19日 2011年度総会 24�505
24 龍谷大学 2011年度総会 16�868
25 中部大学 2012年4月1日 2012年度総会 10�088

26 九州産業大学 2012年7月1日
（予定）2013年

度総会
11�016

27 明星大学 - - 8�090

28 愛知大学 - - 9�612

29 日本大学 - - 68�675

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

481,883名

全国の四年制大学の学
生数の18.8%

579,276名、同22.9%

JPFF会�：5��／年
実�的FDプログ�ム��料

会員校
1��（1～9アカ�ント）
3��（10～29アカ�ント）
5��（30アカ�ント以上）

非会員校
2��（1～9アカ�ント）
4��（10～19アカ�ント）
6��（20～29アカ�ント）

4

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

①総会およびパネルディスカッション
2011 年度総会およびパネルディスカッション

日 時： 2011 年7 月9 日（土）14：00～17：00
場 所： 立命館大学朱雀キャンパス1 階多目的ホール
参加者数： 70 名

②幹事会
2011 年度第 1 回幹事会
日 時： 2011 年7 月9 日（土）13：00～14：00
場 所： 立命館大学朱雀キャンパス地下 1 階会議室
参加大学：

関西大学・関西学院大学・中央大学・同志社大学・法政大学・立教大学・
立命館大学・早稲田大学（計 8 大学）

③幹事校ミーティング
2011年6月10日、10月21日、2012年3月19日の合計3回開催

5

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

④会員校ミーティング
日 時： 2011 年12 月1 日（木）14：00～15：00
会 場： 立命館大学東京キャンパス／衣笠キャンパス
参加大学：

青山学院大学・神奈川大学・関西大学・関西学院大学・北里 大学・京都
産業大学・慶應義塾大学・甲南大学・國學院大學・国士舘大 学・芝浦工
業大学・創価大学・中央大学・帝京大学・東京農業大学・同志社大学・
法政大学・明治大学・名城大学・立教大学・立命館大学・龍谷大学・早稲
田大学（計 23 大学）

6

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

⑤関東圏懇談会
日 時： 2011 年6 月15 日（水）15：30～17：00
場 所： 法政大学市ケ谷キャンパスボアソナード・タワー26 階A 会議室
参加大学：

青山学院大学・神奈川大学・北里大学・國學院大學・国士舘大学・芝浦工
業大学・創価大学・中央大学・帝京大学・法政大学・立命館大学・早稲田
大学（計 12 大学）

参加者数： 30 名
概 要：

「関東圏の私立大学におけるFD に関する共通理解とは」というテーマの
もと、フリーディスカッションを行った。参加大学の現状と課題を共有し、共
通する課題（授業アンケート、教員評価）について、取り組み実態と具体
的事例の情報共有と意見交換を行った。

－ 284 － － 285 －
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全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

�011年�の����

⑥会員校懇談会
日 時： 2011 年12 月1 日（木）15：15～17：30
会 場： 立命館大学東京キャンパス／衣笠キャンパス
参加大学：

青山学院大学・神奈川大学・関西大学・関西学院大学・北里大学・京都産業大
学・慶應義塾大学・甲南大学・國學院大學・国士舘大学・芝浦工業大学・帝京大
学・東京農業大学・同志社大学・法政大学・明治大学・名城大学・立命館大学・龍
谷大学・早稲田大学 （計20 大学）

参加者数： 26 名
概 要：

関東、関西各会場で以下のテーマ毎にグループ懇談を行った後、テレビ会議シ
ステムを利用した懇談のまとめを行った。
・関東テーマ：A)授業アンケート、B)初年次教育
・関西テーマ：A)授業アンケート、B)大学院FD、C)ピア･エデュケーション
グループ懇談では、共通する課題の確認やその対応策について具体的な事例を
交えて情報共有を行った。懇談のまとめでは、各グループの懇談内容を共有す
るなかで、いくつか重要な課題提起もあり、今後のフォーラムの活動へつながる
ものとなった。

分野 講座名 種類
対応レベル

1 2 3

教育
E

高等教育論

高等教育論Ⅰ VOD

高等教育論Ⅱ VOD

高等教育論Ⅲ VOD

高等教育論Ⅳ VOD

高等教育論Ⅴ VOD

高等教育論Ⅵ VOD

高等教育論Ⅶ VOD

教授学習理論

教授学習理論Ⅰ VOD

教授学習理論Ⅱ VOD

教授学習理論Ⅲ VOD

教授学習理論演習Ⅰ WS

教授学習理論演習Ⅱ WS

教育方法論

教育方法論Ⅰ VOD

教育方法論Ⅱ VOD

教育方法論演習Ⅱ WS

教育方法論演習Ⅲ WS

教育方法論Ⅲ VOD

教育方法論Ⅳ VOD

教育方法論Ⅴ VOD

教育方法論Ⅵ VOD

授業設計論

授業設計論Ⅰ VOD

授業設計論演習Ⅰ WS

授業設計論Ⅱ VOD

授業設計論演習Ⅱ WS

授業設計論演習Ⅲ WS

教育評価論

教育評価論Ⅰ VOD

教育評価論Ⅱ VOD

教育評価論Ⅲ VOD

教育評価論演習Ⅱ WS

心理学

心理学Ⅰ VOD

心理学演習Ⅰ WS

心理学Ⅱ VOD

心理学Ⅲ VOD

心理学Ⅳ VOD

心理学演習Ⅱ WS

心理学演習Ⅲ WS

分野 講座名 種類
対応レベル

1 2 3

研究
R

研究

研究者倫理Ⅰ VOD

研究のアウトリーチ活

動Ⅰ
VOD

管理
運営

A

大学管理運営

大学管理運営Ⅰ VOD

大学管理運営Ⅱ VOD

大学管理運営演習Ⅰ WS

大学管理運営Ⅲ VOD

大学管理運営Ⅳ VOD

大学管理運営Ⅴ VOD

大学管理運営Ⅵ VOD

大学管理運営Ⅶ VOD

ファカルティ・ディ
ベロップメント

FD概論Ⅰ VOD

FD概論Ⅱ VOD

プロジェクトマネジメント VOD

オプ
ション

立命館学
－大学ごとに

設定－

立命館学Ⅰ VOD

立命館学Ⅱ VOD

立命館学Ⅲ VOD

立命館学Ⅳ VOD

◆ レベル１は、専任教員歴3年未満の新任教員
◆ レベル２は、一般教員
◆ レベル３は、管理職にある教員 を想定。

開発した講座（2012/03現在）
VOD：41本
WS：13本

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

ＶＯＤの��

授業設計論Ⅰ
「大学の授業の設計」 日本語版

Theory of Class Planning 1
“Planning of University Classes”
English Version

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
● 実践的FDプログラムが保証する教授・学習支援能力

�目 教授・学習支援�力

1. 学習活動の設計

1-1．教授と学習に関する一般的理論を理解する。
1-2．学生はいかに学ぶかを理解したコース設計ができる。
1-3．学習者中心の授業の設計と計画ができる。
1-4．学習者中心の授業に必要な目標設定とその適切な記述ができる。
1-5．学習者中心の授業において適切な評価観点の設定と評価方法の選択ができる。
1-6．アクティブ・ラーニングを取り入れた授業の設計と計画ができる。

2. 教授および学習
活動の展開

2-1．高等教育において学習者中心の授業を実践するための教授・学習方略、方術を理
解する。
2-2．学習を支援する様々なテクノロジーの特徴、利用方法を理解し、授業に用いる。
2-3．学習展開に応じて柔軟に授業を修正・転換できる。
2-4．学生と協同して授業を進めることに意欲をもつ。
2-5．専門分野における調査研究や実践のプロセス、成果を積極的に授業に取り込む。
2-6．アクティブ・ラーニングを取り入れた授業の実施ができる。

3. 授業の質の保証

3-1．教授・学習方略、方術に応じた教育効果の評価方法を理解する。
3-2．客観的かつ厳格な成績評価ができる。
3-3．教育効果の評価結果について学生に効果的なフィードバックができる。
3-4．自らの授業や実践を省察し、改善することができる。
3-5．アクティブ・ラーニングを取り入れた授業の評価ができる。

4. 効果的な学習
環境および学習
支援環境の開発

4-1．学習コミュニティの形成を促進する。
4-2．様々なメディアやツールを活用し、効果的な学習環境の整備や学習支援ができる。
4-3．学習支援のためのツールや環境の開発ができる。

5. 自己の専門性の
継続的な発展

5-1．学生の多様性を認め、尊重する。
5-2．自らのキャリアの設計との継続的な開発に努める。
5-3．大学教員集団の一員として働く。
5-4．常に高等教育や教授法に関する新しい知識を取り入れることに努める。

6. 大学特有の必要
とされる力

6-1．立命館大学の教学について理解する。

教授・学習支援
�力

教育 研究 ���� 管理運営

�．学習活動の設
計

授業設計論Ⅰ・Ⅱ(VOD)
●授業設計論演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(WS) 

�．教授および学
習活動の展開

教授学習理論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(VOD)
教授学習理論演習Ⅰ・Ⅱ(WS)
●教育方法論Ⅰ・Ⅱ(VOD)
教育方法論Ⅲ・Ⅵ(VOD)
教育方法論演習Ⅱ・Ⅲ(WS)
●心理学Ⅰ(VOD)
心理学Ⅱ・Ⅲ(VOD)
心理学演習Ⅰ(WS)
心理学演習Ⅱ・Ⅲ(WS)

●FD概論Ⅰ(VOD)

�．授業の質の保
証

教育評価論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(VOD)
教育評価論演習Ⅰ
●教育評価論演習Ⅱ(WS)
教育方法論Ⅳ(VOD)
●教育方法論Ⅴ(VOD)

�．効果的な学習
環境および学習支
援環境の開発

●心理学Ⅳ(VOD) 生涯学習論
Ⅰ(未VOD) 

大学管理運営Ⅲ・
Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・(VOD)
FD概論Ⅱ(VOD)
プロジェクト・マネ
ジメント(VOD)

�．自己の専門性
の継続的な発展

●高等教育論Ⅰ(VOD)
高等教育論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・
Ⅶ(VOD) 

研究のアウ
トリーチ活
動Ⅰ(VOD) 
研究者倫理
Ⅰ(VOD) 

大学管理運営Ⅰ・
Ⅱ(VOD) 

�．大学に特有の
必要とされる�力

●立命館学Ⅰ(VOD)
立命館学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(VOD) 

２０１２年度の新任教員対象実践的FDプログラム

VOD：必修８本＋選択を併せて１５本
WS：必修４本＋選択を併せて１０本
（アンダーラインは推奨講座）

修了認定

●新任研修修了の認定

・２年間（最長４年間）に所定のＶＯＤ講義とワーク

ショップをそれぞれ６０％以上受講していること

（レポート提出を含む）。

・ティーチング・ポートフォリオを作成し、ＴＰ作成支援

者との協議がされていること。

●受講者、教育コンサルタント、ティーチングポート

フォリオ作成支援者が協議の上、総合的に判断し、

修了証を発行。

・精勤賞（100%受講）、修了証（受講履歴がわかる

証明書付き）を発行。

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
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全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

● 取組の成果

◆ 2008�2011年度 ��的FDプログラム��者数
※オンデマンド講義は登録者数、ワークショップ・コンサルテーション

は参加者の延べ数

2008年
度

2009年
度

2010年
度

2011年
度

オンデマンド講義 ― 328人 511人 985人
学外を含む

ワークショップ 133人 153人 235人 196名

教育コンサルテー
ション(ランチタイム
FDを含む）

51人 61人 83人 56人

◆ 2009年度��教員��者

��者� 33名中13名（2011年に��した者も含む）
���� 33�3�（必�教員のみを対�）
��者の��� 教授1名、�教授6名、�教6名
100���者数� 5名

◆2010年度 ��教員��者

��者� �5名中13名
���� 28�8�
��者の��� 教授3名、�教授�名、�教6名
100���者数� �名

新任教員対象実践的FDプログラム

2011 年オリエンテーションのランチタイムの様子

● 受講者の声（２０１１年度修了者）

◆コンサルテーション・ランチタイムFD
・他の先生方とお話しできる機会はとても貴重でした。授業運営上の悩みの共有（とアドバイス）、他の先生方
の工夫を教えてもらうことなどによって、自分の教育のあり方を振り返り、改善に向けた努力を始めるきっかけ
になりました。

◆TP
・自分の授業について振り返り、来年度に生かそうと考えられ、頭の整理ができた。

◆��

・毎月の課題は、限られた時間の中で興味あるテーマにも真正面から向き合う余裕が持てず、その分浅
い学びしかできなかったのではないかということが私自身の反省点です。
・教学や業務上で非常に忙しい時期は、VOD課題が毎月末に押し寄せてくるようで非常にプレッシャー
になりました。でも終わってみればよい経験だったと思えます。有難うございました。
・プログラム受講を通し、2年間の自分の教育を客観的に振り返り、よりよい大学教員を目指して努力するきっ
かけになりました。

・２年間、とても長く負担を感じていたが、終ってみると頭に残っていて、自分の授業に使える部分が多く勉強に
なったと感じている。

・教育経験のない私には、シラバスの�き方や、教育方法�、教育評価�、教授学習理�などは、��の授業
を�み�てる�に大��に�ちました。また、大学�理運営�など、大学��を考えるうえで勉強になりまし
た。TPの��も�力はかかりましたが、自分の教育の理�や��点を整理するうえで、有�でした。

・�じ時に���れた先生方と�会えたことが、一�の��の�力でした。�に、�いの授業の悩みや課題につ
いて����をした�のワークショップは、大����いものがありました。

・担当の先生から丁寧なフィードバックをいただいたときには励みになりました。私自身も学生に対しきちんと
フィードバックをしなくてはと改めて思う機会となりました。

・今後も継続してこうした機会に触れ続けていく必要があると感じます。講習会（ある程度、評価の定まった教
育手法の一般向けの紹介など）という位置づけなら、テーマによっては、今後も継続的に参加したいと思ってい
ます。

知識・技能をお伝えします（V��、��）。

II. 授業や学生との接し方に関して、不安や問題
をともに解決します（コン��テー��ン）。

III. 大学の壁を越えて、ともに語り合えるラーニ
ング・コミュニティに参加できます（��教
�の����ー�）。

IV. 建学の精神と教学理念を踏まえ、「学習者中
心の教育」を推進する本学のphilosophyを
共有します（�ー�����）。

教育��推進��の��

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）

お���でし�。

沖 裕貴
oki@fc.ritsumei.ac.jp

全国私立大学ＦＤ連携フォーラム（Japan  Private Universities FD Coalition Forum：JPFF）
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大学コンソーシアム京都
の連携FD活動

現状と課題、評価について
～ポストGPおよび第4ステージに向けて～

������ 大学コンソーシアム京都
事務�� ����

FD�ッ�ワーク���会議
����（��）��年�月�日

目次

1. 大学コンソーシアム京都の事業運営体制

2. 戦略連携GPの事業評価結果

3. 2011年度のFD関係事業

4. 2012年度のFD関係事業

5. GP事業評価の残された課題

6. 大学間連携活動の評価について

7. ステージプラン策定プロセス

8. 各ステージにおけるGPの活用

9. ステージプラン：まとめ

１．大学コンソーシアム京都の事業運営体制

•高等教育研究事業（FD��D�

•都市政策研究事業

•国際連携事業

•シンクタンク事業（未来の京都創造研究
事業）

高等教育
研究推進
事業部

•単位互換事業

•生涯学習事業（京カ
レッジ）

•インターンシップ事業

• Ｅラーニング

教育

事業部

•高大接続事業
（京都の大学「学びフォーラム」）

•共同広報事業（京都ワンキャンパ
ス）

•京都高大連携研究協議会
（高校、大学、産、官）

高大
連携
事業部

• 京都学生祭典

• 京都国際学生映画祭

• 京都学生芸術普及事業

学生
交流

事業部

• 大学コンソーシアム京都の組織運営／経理・会計

• 広報事業

• キャンパスプラザ京都管理運営（指定管理）

• 全国大学コンソーシアム協議会

• 留学生住宅支援事業等

• 調査企画事業（大学のまち京都推進会議）

総務・広報部

戦略連携事業
京都FD開�推進センター

連携校に�る�部評価お�び�部��３�に�る�部評価を���、事業評価��
会において総����れた�

【高い評価】
�����������る��大学・�大に�る連携に������、�つの�����
�、体���FD研�プログラムの����、����果����ている
�����大学���現���いFD��部�について共通リソースとい�考え�の
�、センター��とスタッフの��と���������組の推進��現�ている
�FD�ン��ック�ニ�ースレターの��を通�て、�組への�接の�加の�い教�
�への����アプロー�を��ている

【�い評価】
�プロジ�ク�の�果��際に��の大学�のFD活動に�の�度フ�ー��ックされ
た�������い
�各�組間（��間）の連携にま���の����るの���い�
�センター運営の事務業務��に�������来の��ロッパーと�ての業務に�
��る�と�����たの���い�

２．戦略連携GPの事業評価結果

３．2011年度のFD関係事業

FD関係事業

FDフォーラム
事業

FD企画研究
事業

大学コンソーシアム京都�高等教育研究センターFD研究会
+京都FD開�推進センター

年１回
先進事例の報告

情報交換
全国に向けた

京都のFD活動の
広報

年間を通じた加
盟校へのFDプロ
グラムの提供
活動支援
情報提供

京都FD開�推進
センター
事業

開催概要

【テ－マ】大学におけるキャリア教育を考える

【日 時】 2012年3月2日（土）、3日（日）

【会 場】 京都産業大学

神山ホール（1日目）

5号館・11号館（2日目）

2011年度 第17回FDフォーラム

３．2011年度のFD関係事業
FDフォーラム事業
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月 日 事業名

2011年
6月 18日（土） 京都ＦＤ執行部塾

9月 17日（土）
18日（日） 新任教員合同研修Ａ

11月 14日（月） 京都FDｅｒ塾①【小規模】

12月 12日（月） 京都FDｅｒ塾②【小規模】

1月
21日（土）

22日（日）

京都FDer塾（ＦＤセミナー）
【中規模】

京都FDer塾特別公開講座
【小規模】

2012年
3月

4日（日）

10日（土）
11日（日）

（*第17回FDフォーラム）

新任教員合同研修Ｂ

３．2011年度のFD関係事業
FD企画研究事業

連携校による内部評価�よ��部�員３名による�部評価を���、事業評価�員
会に�いて��が行われた�

【�い評価】
�規模��������る��大学・�大による連携に���わ��、��の��が��
�、����FD研修プログラムの����、���成果が�が�ている
�中小規模大学����が��いFD��部�に�いて�通リ�ー��い��え�の
�、センター����タッフの�������������の�進が���ている
�FDハンドブック���ー��ターの発行を通�て、��への��の�加の�い教�
員への����アプロー�を行�ている

【�い評価】
�プロジ�ク�の成果が��に��の大学内のFD活動に�の�度フィードバックされ
た�が�����い
�各��間（��間）の連携にま���の��が�るの���い�
�センター��の事�業���によ���員が��の��ロッ�ー��ての業�に�
�する��が����たの���い�

４．2012年度のFD関係事業
連携事業の評価結果をふまえて

FD事業

FD
フォーラム
企画検討

WG

FD
研修企画

WG

大学コン�ー�アム京都���教�研究センターFD研究会
�京都FD開発�進センター

年１回
先進事例の報告

情報交換
全国に向けた
京都のFD活動

の広報

FD
研究
WG

年間を通じ
た加盟校へ
のFDプログ
ラムの提供
活動支援
情報提供

リーダー会議

各WGリーダーによる活動の調整・情報交換

４．2012年度のFD関係事業

2012年度 第18回ＦＤフォーラム

開催概要（予定）

【テ－マ】 未定

【日 時】 2013年2月23日（土）、24日（日）

【会 場】 立命館大学

以学館ホール（1日目）

敬学館（2日目）

４．2012年度のFD関係事業
FDフォーラム事業

月 事業名

2011年
6月 京都ＦＤ執行部塾

9月 新任教員合同研修Ａ

11月 京都FDｅｒ塾①【小規模】

12月 京都FDｅｒ塾②【小規模】

1月 京都FDer塾（ＦＤセミナー）
【中規模】

2012年
3月

（*第18回FDフォーラム）

新任教員合同研修Ｂ

検討事�

・まんがFDハンドブック第３弾のテーマ、
目次案、構成内容の検討

・FD/SD情報ポータル開発
へのアドバイジング

・FD関連の問い合わせに対する
コンサルティング対応

FD研修企画WG FD研究WG

４．2012年度のFD関係事業
FD研修企画・研究事業

連携校による内部評価�よ��部�員３名による�部評価を���、事業評価�員
会に�いて��が行われた�

【�い評価】
�規模��������る��大学・�大による連携に���わ��、��の��が��
�、����FD研修プログラムの����、���成果が�が�ている
�中小規模大学����が��いFD��部�に�いて�通リ�ー��い��え�の
�、センター����タッフの�������������の�進が���ている
�FDハンドブック���ー��ターの発行を通�て、��への��の�加の�い教�
員への����アプロー�を行�ている

【�い評価】

�プロジ�ク�の成果が��に��の大学内のFD活動に�の�
度フィードバックされた�が�����い
�各��間（��間）の連携にま���の��が�るの���い�
�センター��の事�業���によ���員が��の��ロッ�ー��ての業�に�
�する��が����たの���い�

５．GP事業評価の残された課題①
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５．GP事業評価の残された課題②

・年間の活動��に�する実�の評価��・効果�定の��
の確立と実�

・多様な加盟校のニー�を��に�い、どのような取���を
して事業の�に組み入れて行�のか

プロジ��トの成果が実際に個�の大学内の��活動にど
の程度�ィード�ッ�されたかが�確ではない

ステージプラン：
理事会のもとに設置される大学�策�員会によって、５年�とに策定される�期��。

出向職員および有期�用職員によって運�される��団においては、活動の��性を�
�する��であり、ミッシ�ンの共有の��からも��に�要な��を果たしている。

第�ステージ

６．大学間連携活動の評価について

第�ステージ

2004－2008年
① 「京都高等教育研究センター」を設立

② 単位互換科目のパッケージ履修制度の導
入等、単位互換制度の更なる充実・発展推
進

③ 「京都学術共同研究機構」を創設し、「プラ
ザカレッジ」の開催や「京都アカデミア叢書」
の発行等により研究成果の還元

④ 新たな京都ならではの生涯学習システムと
して「シティカレッジ」を「京カレッジ」へと改組
し多様な学びの機会を提供

⑤ 国際交流、留学生支援事業の開始
⑥ 「大学のまち京都推進会議」を京都市と共

同で設置し、「大学のまち京都」を推進する
ための取組を行ってきた

第�ステージ

2009-2013年
① 地域性を活かした大学間連携によ

る教育の質の向上と新たな教育プ
ログラムの開発

② 「大学のまち京都」をリードする学生
の育成

③ 教育力向上のための��・��事業
の充実と地域�ットワー�の推進

④ 加盟大学・短期大学の個性・魅力を
活かした機能的な「ミニ・コンソーシ
アム」の形成

⑤ 京都・ワンキャンパス」の国内外へ
の発信

⑥ 京都高等教育研究センターでの共
同研究による京都の魅力の追求

1994-2003年
① 大学間教育交流を本格化

② インターンシップ、リメディア
ル教育等全国でも先進的な
教育プログラムを策定

③ 京都学研究等を推進して
④ 学生交流を組織的に開始
⑤ 京都の大学教育の組織的な

広報活動の取組

産学公及び地域と連携する事業
を推進するという新しい「京都ブ
ランド」を生み出した。大学都市、
学術文化都市としての基盤整備
を一定すすめることができた

７．ステージプラン策定プロセス①
～第3ステージプランの場合～

第�ステージプラン策定のプロセス

大学�策�員会

�事会

①教育事業のあり���ワーキング

②FD・SD事業のあり���ワーキング

③学生の人材育成のあり���ワーキング

④まち��り、地域連携事業のあり���ワーキング

第�ステージプラン
�第�次��策定

規模���会/個�ヒアリング

第�ステージプラン�����

理事会

加盟校の学長、副学長、理事
長、職員、加盟団体事務局長
など20名程度で構成

�り�り・評価

７．ステージプラン策定プロセス②
～第4ステージプランに向けて～

①「第3ステージプラン」の�間�括と残された課題の整理

②個�加盟大学・短期大学の��を�ま�た�団事業の�整理

③2009年度��の高等教育をめ�る��の�で、��団が果た
す�き��の�整理

④公��団�人�行�の�団運�上の課題整理

2012年�

2013年�

ヒアリング���調査：�定�
�間�括についての��交換

各大学の課題�出

���員会設置、���成へ整理内�を元に理事長より��

大学�策�員会

８．各ステージにおけるGPの活用
第�ステージ

1994年度～2003年度

第�ステージ
2004年度～2008年度

第�ステージ
2009年度～2013年度

2004年度～2007年度
教育事業�： 単位互換事業
「��ある大学教育支援プログラム」��
『大学連携による新しい教養教育の創造

～京都地域における単位互換制度～』

2005年度～2007年度
教育事業�： インターンシップ事業
「��ある大学教育支援プログラム」��
『産官学地域連携による人材育成プログラム』

2008年度～2010年度
教育事業�： 単位互換事業
「��的大学連携支援事業」��
『eラーニングシステムの共有共用化に伴う教養教育

の大学間連携と効率化の促進』

2008年度～2010年度
高等教育研究推進事業�： FD事業
「��的大学連携支援事業」��
『地域内大学連携によるFDの包括研究と
共通プログラム開発・組織的運用システムの確立』

2009年度～2011年度
高等教育研究推進事業�： 国際連携事業
「��的大学連携支援事業」��
『多面的な国際交流の充実と高等教育の質向上に

向けた国際連携プログラム開発』

新規事業開始に伴い、事業�査による��事業の
��、��、発展的��も同時に実�

��� リ��ン事業、共同研究事業、ス�ー�事業、
京都高等教育研究センター など

• 次期ステージプラン策定時のヒアリング/アンケート
調査により各加盟校から5年間の活動の具体的な
評価を得るようにしている

• 加盟校の設置形態・規模・分野により期待される活
動が違うため、ヒアリングやアンケート結果の分析
の際に一定の配慮が必要である

９．ステージプラン：まとめ
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ご清聴ありがとうございました。
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FD����������
����FD������5年

JFDN2012
2012.9.5@������

1

関���FD連���会（2008年���）

���（2）

�������校（1）

��校（11）

�任��校（5）

FD共同
実施WG

初任者研修、

公開講演会等
の共同実施

FD連携
企画WG

共通課題をもつ
会員校の連携、
その促進支援

広報WG

HP作成管理・

ニュースレター
の発行

研究WG

FDに関する共

同研究の遂行
とその支援

FD共同
実施部

FD連携
企画部

広報部 研究部

会員校 142校（119��） 2012.7.1��

��会

◆FD����WG���
������������

3

◆FD����WG���
�������������������

2008年11月29�（�）14:00−17:00 ������する��
を��る ―���とを�����、��する��―』 �
����������ス
2009年12月12�（�）13:30〜18:00 ������する�
�を��る ―���とを�����、��する��Ⅱ―』
関��� �������ス�2��
2011年1月8�（�）13:00〜18:00 ������する��
を��る ―���とを�����、��する��III―』
�������1��
2011年12月17�（�）13:00～18:00
������する��を��るⅣ
―��������の��―」
��������

4

◆FD����WG�����FD������

5

関�FD�����校�関�FD会員校の��に共通する����に関�る�

題の��の��を�����・�ースと��������と����（��）・�部・
��の�と�会員校�の連携・��に�る支援を��る�と���、その成��
会員校��共�する���の�関�FD�����校」と�WG�支援するFD活
����の通��（�成24年1月��）

�����校 支援するFD活�
������・

����������部
FDの���連携

����
�����部理�����

��の��成�の��（OSCE）にもと��
��������連携

���ー��������
��・���の��、��ター������
の活����の成�に��す��につ�
�の��ス���

������
IR（Institutional Research）にもと����・
���ュ����、��の���
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���WG���
�������

http://www.kansai-fd.org/publications/newsletter/8.html

6

◆��WG������������

FD������SG
���������������������

LMS��� etc.

（����������������� →）

FD������SG
����FD�������

（����� →）

FD�������� etc.

7

◆ FDに関する2つの調査

「FDに関する実態およびニーズ調査�2007�」
関西FD設立に向けて2007年6～7月に実施

対象：関西地区の大学･短大等

「FDに関する実態調査�2012�」
2012年2～3月に実施

対象：関西地区の大学･短大等

郵送、�e��������、e-mail返信を利用

5月7日現在回収の348件を分析対象

8 9

10

研修の内容，教員の意識の持ち方や協力
的な姿勢，情報の蓄積，授業公開などが
変化に寄与!

◆FD�����
���FD����������

��FD�������������

↑
���MOST���

������������������������

���HP���

（http://www.kansai-fd.org/activities/
meeting/20120519_peer-review.html）

11
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���FDとFD�����

��FD������������
• 各���FD������
• 各WG������
• FD�������� etc.

FD���������
• FD��������������
• FD�����������と�������

������と������
• ����������������

→ ������
• FD������������������
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IV−5. FD (JFDN Jr.) 

1. FD JFDN Jr.

2008 年度に「FD 推進のための情報交換、実践研究、および情報発信をおこなうことを目的

として、FD に関わる若手研究者を組織化し、問題点や成功事例を共有する」ことを目指して設立され

た若手 FD 研究者ネットワーク（Japan Faculty Development Network for Junior Researchers：JFDN 
Jr.）は 5 年目を迎えた。本稿では、JFDN Jr.設立の経緯と目的、これまでの活動記録を振り返

った上で、今後の活動の展望について述べる。

JFDN Jr.設立の経緯であるが、2008 年 3 月に京都大学で開催された「第 14 回大学教育研究フ

ォーラム」においてラウンドテーブル「高等教育センター若手教員の奮闘」を企画・実施した

ことがきっかけである。このラウンドテーブルの目的は、大学教育センター（以下、大教セン

ター）で勤務する若手教員の業務を紹介して問題や悩みを共有することであり、その上で、今

後の大教センター若手教員のあり方を考えることであった。内容として 4 名の話題提供、参加

者によるグループワーク、京都大学高等教育研究開発推進センター長の田中毎実教授（当時）

による指定討論を行った。グループワークの結果報告のあと、まとめの言葉として田中先生は

「今は過渡期だから、10 年我慢して頑張れ」というコメントをされた。このコメントは、ある

意味、若手 FD 研究者ネットワークの出発点となったとも言える。

大教センターに勤務する若手教員が抱える悩みはさまざまであるが、大きく 3 点があげられ

る。1 点目として、自分の専門分野とは異なる分野の業務に関わることである。FD や大学教育

を専門とした研究自体が近年増加したもので、その分野を専門にしている研究者は数少ない。

大教センターにポストができたことで就職し、熱心に業務に取り組んでいるものの、研究者と

してのアイデンティティについて悩むことが多い、ということである。

2 点目として、これまで大学でほとんど教育活動の経験がない立場でありながら、大教セン

ターの教員として FD や大学教育改善について中心となって活動し、大学教員に対して研修を

行う立場になる、ということである。教育経験の豊富な教員に対して行う FD 業務は、若手教

員にとって大きな難しさを伴うものとなる。他の教員から FD 業務に対して批判を受けること

もあれば、逆に「大教センター教員だから（大学教育や FD が）専門なんですよね」と頼られ

るケースもあり、葛藤することも多い。

3 点目として、学内の情報や大学教育関係の情報が手に入りにくく、孤立しがちである、と

いうことである。大きな原因として、大教センターが一般的に小さい組織であること、教員が

大学を移って就職して勤務している場合、その大学の情報をどのように収集すればいいのか、

ノウハウがない、ということが考えられる。またさまざまな分野の研究者が大教センター教員

になっているため、他大学の大教センター教員との知り合いが少ない場合が多い、といったこ

とが考えられる。 

このような背景の中、2008 年 4 月に田中先生から、若手教員の支援をしたい、という申し出

をいただき、若手 FD 研究者ネットワーク（Japan Faculty Development Network for Junior 
Researchers：通称 JFDN Jr.）を設立した。2013 年 1 月現在で、参加人数は 98 名（71 大学）であ
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る。大教センターの教員に限らず、FD 委員会や FD 業務に関わっている国公立、私立大学の教

員、FD に関する業務を行っている大学職員、FD に関心を持っている大学生・大学院生も参加

している。

JFDN Jr.の活動の目的は、大きく 3 つある。1 点目は、大教センターや FD 業務に関わる若手

教員のネットワークづくり・相互支援を行うことである。同じような業務を行っている教員同

士がつながることのできるようなコミュニティを構築し、そのコミュニティ上で情報共有を行

うことで、相互に支えあうことを目指している。2 点目は、FD 実践や大学教育改善に関する研

究の推進・実行である。FD に関する研究はまだほとんどないのが現状であり、このネットワ

ークにおいて FD 研究についての議論を行うとともに、共同研究の企画、実施を進め、よりよ

い FD 実践に向けた知見の提供を行っていく。3 点目は、若手研究者による積極的な社会活動

に対する支援である。FD に関わっている若手研究者は、大学や大学組織の現状に関する課題

に対してさまざまな意見をもつことも多い。ただ、任期付きでの雇用も多く、立場などさまざ

まな問題から、大学内でなかなか意見を言うことができないという問題を抱えている。そこで、

このネットワークとして大学全体の現状、大学組織について意見を表明していく、という役割

も担うことも目指している。

2. 

2-1. 2008
2008年度は、JFDN Jr.立ち上げに向けたコアメンバーによるミーティングや、運営委員の委嘱、

メーリングリストの運用開始、第 1 回合宿にあたる、運営委員会の第 1 回会合などを実施した。以下が

その詳細である。

 ・JFDN Jr.立ち上げに向けた事前会合（2008 年 5 月）

 ・第一期若手 FD 研究者ネットワーク運営委員の委嘱（19 名）

 ・運営委員会 第 1 回会合（2008 年 7 月 19 日・20 日）大阪にて

19 日：グループ討論 テーマ「研究者としての専門性と組織における役割」

情報交換   テーマ「FD とうまく関わるためには？！」

20 日：グループ討論 テーマ「予算と時間があったらこんなことがしたい！」

   参加者 23 名

・メーリングリスト開設（2008 年 7 月）

 ・JFDN Jr.運営委員実態調査 Web アンケートの実施（2008 年 9 月～10 月）

・第 15 回大学教育研究フォーラム・ラウンドテーブル（2009 年 3 月）

  「FD に関わる若手教員の現在と未来 －高等教育センター若手教員の奮闘 2－」

 次年度に向けた予備調査的な意味合いも含め、運営委員に対してアンケートを実施した。ま

た、JFDN Jr.設立に関して、大学教育研究フォーラムのラウンドテーブルにて発表を行った。

もともと、昨年度のフォーラム・ラウンドテーブルが JFDN Jr.設立の契機となっているため、

第 14 回からの継続テーマとなる。4 名の話題提供のあと、グループ議論を行い、結果を共有し

た。
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2-2. 2009
2009 年度は、前年度の活動を踏まえ、第 2 回合宿研究会を開催するとともに、全国の若手 FD 担当

者ならびに、FD センター等の代表者に対するアンケート調査を実施した。

 ・第 2 回合宿研究会（2009 年 7 月 18 日・19 日） 京都外国語大学にて

   テーマ「教育改善につながる新しい研究を考えよう」

   参加者 20 名

 ・全国 FD 担当者アンケート調査（2009 年 11 月～12 月）

2-3. 2010
2010 年度は、前年度調査の結果を日本高等教育学会、日本教育工学会で発表するとともに、

第 3 回合宿研究会を開催した。初日に、関連する公開シンポジウムを全員で聴講し、次の日に議論を

するという形式をとった。

 ・第 3 回合宿研究会（2010 年 9 月 7 日・8 日） 京都大学にて

7 日：JFDN 公開シンポジウム

「FD ネットワークの展開と大学教育改革の方向性を問う」に参加

8 日：ワークショップ テーマ「所属組織・担当業務の現状と課題」

      〃     テーマ「公開シンポジウムの振り返り」

      〃     テーマ「FD と関わる：展望と課題」

      〃     テーマ「学問領域別教育の質保証について考える」

   参加者 22 名

 ・学会発表

（2009 年度アンケート調査の結果を日本高等教育学会、日本教育工学会で発表）

・メールマガジンの発行

2010 年度より、情報共有を目的としたメールマガジンの発行を開始した。2010 年度は 10 回

発行しており、内容は、各大学の FD の取り組みを紹介した「日本縦断 FD の旅」、FD・SD に関

する疑問や困っていること、もっと知りたいことを質問として、その質問についての意見やアイデ

アを募集し、まとめた「FD あるある Q&A」、大学教育関係の学会や研究会などの内容を紹介

する「参加報告」などであり、連載の形で掲載した。

2-4. 2011
2011年度は、第 4回合 宿 研 究 会 の開 催 、メールマガジンの発 行 を継 続 するとともに、新

たにホームページを開設した。

 ・第 4 回合宿研究会（2011 年 9 月 5 日・6 日） 京都外国語大学にて

   テーマ「FD・SD をよりよいものに」

   参加者 13 名

 ・メールマガジンの発行

2011 年度のメールマガジンは、6 回発行された。東日本大震災のあと、実際に展開していること

などをまとめた「震災徒然草」、大学教育関係の学会や研究会などの内容を紹介する「参加報

告」、FD 委員長としての活動を記録した「FD 委員長 奮闘？日記」などを掲載した。

 ・Web サイトの開設

JFDN Jr.の設立の目的や経緯、メールマガジンのバックナンバーなどを広く公開するた

めに Web サイトを構築した。Web 経由でメーリングリストへの登録申込も可能となって
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いる。アドレスは http://jfdn-jr.net/wp/（図 1）である。

図 1 若手 FD 研究者ネットワークの Web サイト（http://jfdn-jr.net/wp/）

・科学研究費助成事業（基盤研究 C）の取得

2011 年度には、科学研究費助成事業（基盤研究 C）を取得した。（「若手 FD 担当者が抱

く問題意識とキャリア展望」、研究代表者：大塚雄作、研究分担者：村上正行・杉原真晃・

半澤礼之）。なお、科学研究費助成事業への応募は、2009 年度当初より毎年行ってきた

が、2011 年度に初めて採択された。

2-5. 2012
2009 年度に実施した全国調査の結果をまとめた論文（田口真奈・半澤礼之・杉原真晃・村上

正行「若手 FD 担当者の業務に対する「やりがい」と「不安」―他部局との連携とキャリア展

望の観点から―」）が、日本教育工学会論文誌 36 巻 3 号（2012）に掲載された。

また、2013 年 2 月に第 5 回の研究会を実施する予定である。

3. 
 若手 FD 研究者ネットワークの諸活動は、この 5 年間で一定の成果を上げてきたと考える。

我々は、本ネットワークにかかる若手の FD 担当者（大学教育開発・改善や e-learning の開発・

整備等に関わる者）の関わり方について、大きく分けて 3 つの層を想定していた。3 つの層と

は、次のようなものである。

（1）FD 業務（大学教育開発・改善や e-learning の開発・整備等）にかかる研究や提言を

展開していく

（2）FD 業務にかかる諸情報を発信し、FD 担当者同士の交流を深め、支援し合う

－ 304 － － 305 －



（3）研究成果やネットワーク内で行き交う諸情報を参照し、自身の業務に活用する

このような 3 つの層において、ネットワーク参加者が、それぞれ居場所があり、有用性があ

る「緩やかなネットワーク」を作ってきた（本ネットワークの概要やこれまでの活動内容につ

いては、前節までをご参照いただきたい）。

 その中でも、この 5 年間で重視してきた内容は、主に「2」にかかるものであった。それは

FD が義務化され、全国で大学教育センターが設立され、そこに若手教員（それも大学教育が

決して学生時代の専攻ではなかった教員）が配置される中、FD 業務の多様性・曖昧性や学内

外の政治からの影響の受けやすさに直面し、多忙な業務に埋没し疲弊し、暗中模索で孤立無援

化する FD 担当者の現状への喫緊の課題であったと判断したためである。そこでは、「同じよう

な苦労や不安を自分だけでなく他人も抱いていることを知り、気が楽になった」という声が聞

かれている。そして、「どう実践したらいいかまったくわからなかったところに、さまざまな実

践事例を知ることができ参考になった」「他人の業務内容を知ることで自らの業務の問題点や克

服方法を見出せた」といった声も聞かれた。

もちろん、「1」および「3」にかかる活動も少しずつではあるが進めてきたが、限られたマン

パワーにおいて、二兎三兎を追うことにより疲弊するよりも、持続性・実質性に重きを置いて

きたというのが実情である。

 そのような中、現在、そして今後、本ネットワークは「1」および「3」にかかる活動・支援

にも重点を置き、活動を展開していく状況である。

現在、共同研究として「若手 FD 担当者が抱く問題意識とキャリア展望」（科学研究費助成事

業（基盤研究（C）：平成 23 年度～平成 25 年度）を進めている（前節参照）。この研究で明ら

かにしたいことは多々あるが、中でも、「FD 担当業務」の実態を明らかにし、いわゆる「伝統

的な教職員」に認知してもらうこと、そして、それにより「組織」のあり方を問う契機を作り

出すことを重視している。これまでの伝統的な教員の置かれた状況や業務内容とは異なる「FD
担当者」が、業務遂行にかかり高い「能力」が求められ、その「能力」を育成しようとする動

向が盛んになりつつある。それは、グローバル化する社会の中で市場的価値における強く自律

した「個人」が求められ、失敗や成果があがらない要因が個人に重く圧し掛かってくる状況（「個

人化」（Beck, U. （東廉、伊藤美登里訳）『危険社会』法政大学出版局, 1998 年.））や、教育に

よりそのような強い「個人」を作り出すための「能力」開発が進められる状況（「教育の福音」

（Lauder, H., Brown, P., Dillabough, J. A., Halsey, A. H.（広田照幸、吉田文、本田由紀翻訳）『グロ

ーバル化・社会変動と教育 1―市場と労働の教育社会学―』東京大学出版会、2012 年.））に通

ずると言ってもよいかもしれない。

そのような中、我々は、一方で FD 担当者にかかる現状の動向の必要性や意義を認めなけれ

ばならないが、もう一方で、そこから距離をとり、それを批判的に検討することも実践してい

かなければならない。その際に見逃してはならない観点が、「組織」であり、「組織」を形成し

ている「構成員」（多くは伝統的な教職員）であると考えている。

 以上のような、3 層を想定した活動を通して得られた知見を本ネットワーク内で（そして、

ネットワーク以外にも）提供したいと考えている。

 そして、今後の展開としては、次のようなものを予定している。

(1) Web サイトの運営

2010 年から本ネットワークにかかる Web サイトを運営してきた（http://jfdn-jr.net/wp/）。本ネ
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ットワークの活動、研究成果、FD 業務にかかる諸情報等、ネットワーク参加者方々にとって

有益な情報を今後も継続して提供していく。

(2) メーリングリストの運営

2. で述べたように、2009 年から FD をはじめとした大学教育に関する諸情報や、各種コーナ

ー（「FD あるある」「震災徒然草」など）における投稿記事を掲載したメールマガジンを定期

的に提供してきた。今後も継続して行っていく。

(3) 合宿研究会の実施

2008 年から毎年 1 泊 2 日での合宿研究会を開催してきた。今後は、FD 担当者だけでなく、

大学教育開発を研究対象とする大学院生をも対象にして、研究支援活動を行っていく。そして、

我々の科研（上記参照）にかかる研究会という形での実施も予定している。これらは、具体的

には、たとえば、科研の研究成果の検討、各自の研究の相互検討、文献購読、新たな調査検討

等が含まれる。

(4) 交流、情報交換の充実

これまでも、大学教育にかかる学会・研究会（たとえば、「大学教育研究フォーラム」）の折

に、本ネットワーク参加者に呼びかけ、オフ会を開催してきた。今後も、対面での交流を大切

にするために、継続して開催していく予定である。

(5) 調査、研究

 これまで、そして、現在、進めている研究に続き、今後、必要な研究をあげ、優先順位をつ

けて展開していく。可能であれば、定期的に遠隔研究会を開催し、各自の研究の相互検討、文

献購読、新たな調査の検討等を行い、調査・研究を継続的に実施していく。

(6) 知見の発信・共有化

 上記で得られた知見をより広く還元するために、報告書、ウェブサイト、書籍等で発信して

いく。書籍に関しては、研究にて得られた学術的な要素を入れ込んだものだけでなく、FD 業

務に関する Q&A、ケーススタディのコンテンツを充実させたものを製作したいと考えている。

 以上のような展望を持ちながら、今後もみなさんにとってより良いネットワークを作ってい

きたいと考えている。

（村上 正行、杉原 真晃、田口 真奈、半澤 礼之）

－ 306 － － 307 －




